
佐久市埋蔵文化財調査報告書 第56集

長土呂遺跡群

ひじり ,は ら

聖 原 遺 跡 X

1997。 3

株式会社アメニティーズ

佐 久 市 教 育 委 員 会





集６５第量
口
生
口
報査調財化文蔵埋市久佐

ｉ
ｔ

ｉ

嗜

■

一

1  長土昌遺跡群

|       ひじり

1                                骰
|

麟
繹 饉 躙 蛉

1997.3

株式会社アメニティーズ

佐 久 市 教 育 委 員 会



聖原遺跡 Xの調査について

聖原遺跡Xは佐久市大字長土呂字新城に所在します。聖原遺跡付近は、数年前までは広大な畑

地でしたが、現在は佐久流通業務団地が造成され、国道141号バイパス・上信越自動車道 。上信

越自動車道アクセス仙禄湖線が台地上を横断しています。

この時の発掘調査で弥生時代 (1,900年前)か ら平安時代の終わり頃 (800年前)までの家の跡

1ヽ,047軒が発見されました。膨大な量の土師器や須恵器などの食器類や炊事道具、鍬・鎌・イヽ刀

・苧引などの農具、皇朝十二銭 (和同開称、神功開宝、隆平永宝)、 八稜鏡なども見つかってい

ます。

広大な台地上の聖原遺跡の古墳時代の集落は、東端の食肉センターから西へ向けて拡がってい

ましたが、今回の調査では 1軒もみつかっていません。どうやらこの地点が集落の西端にあたる

のかもしれません。
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型原遺跡 XC地区全景 (北束より)
手前よりH21号日:居丸L,H22月 日:「 |力 |:,中 りtに H33)l.H250:炉 |'11がなえる

■1原遺跡 XB地 区全景 (南方より)
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H7号住居址カマ ド (南方より)
カマド煙道部に3個の土師器甕を用いている。

H7号住居址カマ ド
(南方より)

H7号住居址全景
(南方より)



例

1.本書は、株式会社アメニティーズが行うパチンコ店 。映画館・レストラン・従業員宿舎建設

に伴う発掘調査報告書である。

2度の遺構確認調査を実施し保護協議の結果、駐車場部分を除き発掘調査を行った。

2.調査委託者 株式会社アメニティーズ

3.調査受託者 長野県佐久市教育委員会

4.遺 跡 名 長土呂遺跡群 聖原遺跡X(NNHX)

対象地の  長野県佐久市大字長土呂字上聖端144-1,149-1・ 2・ 3,150‐ 1・ 2,151,151‐ 2・ 3,

所 在 地  字下聖端191-2・ 3,196,字新城125‐ 1・ 3・ 4・ 5,113-2・ 5・ 20・ 21外

5。 調査期間・面積

調査期間 遺構確認調査 D地区-1995年 (平成 7年)2月 27日 ～3月 2日

遺構確認調査 E地区 1995年 (平成 7年)11月 29日 ～12月 1日

発掘調査 A・ B・ C地区 1995年 (平成 7年)4月 17日 ～10月 4日

整理期FH3 1995年 (平成 7年)12月 20日 ～ 1996年 (平成 8年)3月 22日

1996年 (平成 8年)11月 22日 ～ 1997年 (平成 9年)3月 21日

調査面積 遺構確認調査 A・ D地区  -1,700ポ (道路・駐車場面積3.6500

遺構確認調査 E地区    -1,330ぽ (駐車場面積 5,224ぷ )

発 掘 調 査 A・ B・ C地区理 ,416ぽ

開発面積 パチンコ店 。映lni館・レストラン 11,521.5ぽ

駐車場(E地区)5.224ぽ

社宅 (C地区)1.754ぽ          合計 18,499.5ぽ

6。 本書の執筆・編集は、佐々木宗昭、林幸彦が担当した。

報告書作成分担 遺物復元 金森治代 桜井牧子 土屋貞子 真島保子

遺物実測 碓氷 健 岩崎重子 小林よしみ 佐藤志げ子 橋詰勝子

渡辺久美子 小林よしみ 佐藤志げ子

トレース 岩崎重子 木内明美 小林よしみ 齋藤真里 佐藤志げ子

三石和子

版下作成 岩崎重子 上原 希 木内明美 小林よしみ 齋藤真里

佐藤志げ子

7.本書及び聖原遺跡 Xの関係資料等は、佐久市教育委員会で保管している。

遺跡調査にあたり株式会社アメニティーズ 。神津泰人氏からご協力を、市川隆之、原明芳氏か

ら御指導を賜り厚く御ネLを申し上げます。

暉



例

1.遺構の略号は、竪穴住居址 (H)、 掘立柱建物址 (F)、 土坑 (D)、 溝 (M)である。

2.挿図の縮尺は次のとおりである。

竪穴住居址-1/80。 掘立柱建物址-1/100 土坑・カマドー1/60

土器 。石器-1/4 鉄製品 1/3 すべての挿図にはスケールを示してある。

3.遺構の海抜標高は、水糸標高を標高として記した。

4。 土層・遺物胎土の色調は、1988年版『新版 標準土色調』に基づいた。

5。 挿図の方位は真北を示す。

6。 竪穴住居址の面積は、床面積 (竪穴住居址下端)を波1定した。

7.遺構規模の測定は、以下のようにした。

8。 挿図中のスクリントーンは、以下のことを示す。

地 山 断 面

床 下 埋 土

焼 土 範 囲

粘 土 範 囲

柱 痕

灰

炭

器 )

黒 色 処 理

灰 釉 範 囲

煤・焦げつき

(石 器 )

敲打面

磨面

切断・面取 り面
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饒 韮草 滲掘封屹鶉経練

第 1節 巻掘調査の経緯と経過

聖原遺跡Xは、長上呂遺跡群のほぼ中央に位置している。佐久市北端の小諸市境には、浅間山

から放射状に伸びる火山山麓特有の「圏切り」地形が展開する。この細長い台地上には多くの遺

跡群が存在する。高速道のインターチェンジ周辺を中心として、佐久市内では最近の開発が集中

している地域である。

今回、株式会社アメニティーズがパチンコ店 。映画館・レストラン。従業員社宅を建設するこ

とになった。対象地には、すでに埋め立てられた「田切り」の谷底部分も含まれていたり、建築

物が及ばない仮設の駐車場予定地もあるため、まず遺構の分布確認調査を行うこととなった。

パチンコ店 。映画館棟の予定地は「田切り」の谷底部分であること、レストランと従業員社宅

および新設道路予定地には遺構が存在することが確認調査の結果半J明 した。

保護協議の結果、レストラン・従業員社宅・新設道路予定地については記録保存調査を実施し、

駐車場の部分は遺構確認面から70～80cmと なるよう盛り上をし、遺構を保護することとなった。

発掘調査は株式会社アメニティーズから委託された佐久市教育委員会が実施した。



第祗籐 査体制

佐久市教育委員会埋蔵文化財課

教  育  長 大井 季男1995年 (平成 7年)6月退任

依田 英夫1995年 (平成 7年)7月就任

教 育 次 長

埋蔵文化財課長

管 理 係 長

埋蔵文化財係長

調 査 主 任

調  査  員

市川 源

戸塚 満 1995年度 (平成 7年度)  北沢 元平1996年度 (平成 8年度)

棚沢 慶子1996年度 (平成 8年度)  管  理  係 田村 和広

大塚 達夫 埋蔵文化財係 林 幸彦、二石 宗一、須藤 隆司、小林 真寿、

羽毛田卓也、冨沢 一明、上原 学

佐々木宗昭、森泉かよ子  調査副主任   堺 益子

市川チイ子、市川 信子、岩崎 重子、岩下 宙代、岩下とも子、岩下 文子、

碓井 健、大井 文雄、大井みつる、金森 治代、本内 明美、菊池 喜重、

工藤しず子、小林よしみ、小山 正吉、桜井 牧子、佐藤志げ子、瀬野 茂美、

小金沢たけみ、武田 千鳳、武田まつ子、土屋 貞子、中島武二郎、中山たのし、

新津 誠、橋詰けさよ、橋詰 信子、橋詰 勝子、樋口喜美子、樋沢しづい、

堀込 成子、堀籠 因、 真嶋 保子、茂木 幸一、柳沢豊志子、依田 みち、

渡辺久美子、

1995年 (平成 7年)12月 20日 ～

1996年 (平成 8年)3月 22日

室内にて整理作業を開始する。出土遺物の水

洗い、注記、図面整理、遺物復元を行う。

1996年 (平成 8年)11月 22日 ～

1997年 (平成 9年)3月 21日

出土遺物の復元、実浪1、 遺構遺物の挿図作成、

遺物写真撮影、原稿執筆、報告書を刊行する。

第 3節 調査日誌

1995年 (平成 7年)2月 27日 ～3月 2日

D地区 (駐車場 。新設道路)遺構確認調査

4月 17日 ～ 月 日

A地区の遺構掘り下げ、遺構実測、写真撮影

月 日～ 月 日

B地区の遺構掘り下げ、遺構実浪1、 写真撮影

月 日～ 月 日

C地区の遺構掘り下げ、遺構実測、写真撮影

11月 29日 ～12月 1日

E地区 (駐車場)遺構確認調査する。



黎 飩』畢 冬雉鶉隕謳

佐久平の北方には、今も活発な火山活動を続けている浅問山が響えている。浅FE5山の活動は、

原始 。古代はもとより現代の人々の生活環境にも大きな影響を及ぼしている。浅問山の南
。西麓

には塚原泥流 (約23,000年前)、 第一軽石流 (約14,000～ 13,000年前)、 第二軽石流 (約 12,000ん

11,000年前)、 追分火砕流 (1,108年=平安時代天仁元年)が分布している。いずれも浅問火山の

崩壊物質や噴出物である。第一軽石流 (Pl)。 第二軽石流 (P2)の分布域では、南 。南西・西方

に向けて放射状に伸びる「田切り」地形が顕著である。「田切り」は、小海線付近で消滅する。

この付近では、清水田。水引といった小字名にもみられるように湧水がみられ、「田切り」の谷

底の延長部は地下水位が高い。小海線以南、浅間中学校付近から西方千曲川にかけて塚原泥流は

流山として顕著に観察できる。

聖原遺跡Xは、佐久市のヨL部に位XL‐ し、標高732～ 734rnを測る南西に向けて展開する「田切

り」の台地上に位置する。聖原遺跡Xの周辺の遺跡を概観すると、「田切り」がみかけじょう消

滅する地帯の濁り川流域の低地、その西方の塚原泥流の流山が分布する一帯、聖原遺跡Xを含む

「田切り」地形が顕著な一帯の台地上、この3地帯にそれぞれ特徴がみられる。

西方の流山が分布する一帯では、流山頂上に造成された古墳群とその流山の周辺に古墳時代前

期の小規模集落がみられる。藤塚遺跡群や常田居屋敷遺跡群などがそれである。

濁り川の両岸に拡がる水田地帯は一見まさに平坦に見えるが、水闘下には激しい凹凸が存在す

る。これは流山の上部の削平とその周辺低地の理め立てによるものである。この地形的な特徴は

現在では想像もつかないが、岩村田駅から岩村田高校・浅問病院・信州短期大学以西の水田下に

隠されている。低地には lm～ 2m強の泥炭質土層や洪水砂層が堆積していて、濁り遺跡・松の

木遺跡 。中長塚遺跡などで古代の水田址に関連する遺構が見つかっており、現代の優良な中佐都

米の先駆けをなしていたといえよう。古代から続く連綿とした一大米生産地帯である。

「田切り」地形が顕著な一帯の台地上では、諸開発に先立ち多くの遺跡が発掘調査され弥生時

代、古墳時代から平安時代の大きな集落がいくつも発見されている。令制東山道の長倉駅家ある

いは官牧塩野の牧の管理役人の居住地ではないかといわれる鋳師屋遺跡群。古墳時代末から奈良

時代初頭の有力者の居館が発見された宮ノ反 A遺跡群。巨大な区画溝になりそうな溝が検出さ

れ海獣葡萄鏡や銀鋲の馬具が出土した芝宮遺跡群。大和川原寺の「川原寺式」とよばれる瓦の特

徴を持つ軒丸瓦が出土し、佐久郡の郡司の氏寺が推定される周防畑遺跡群。古墳時代から平安時

代の竪穴住居址が975軒 (本遺跡を加えれば1,010軒 )、 据立柱建物址が858棟が検出され、瓦塔や

石製「伯万私印」、八稜鏡、円面硯が出土した長土呂遺跡群。長土呂から西屋敷の一帯は古東山

-3-



道の道筋と考えられており、これらの遺跡群が内包する遺構遺物のあり方は、 7世紀から9世紀

の佐久の政治 。文化等の中心であったことを思わせるものである。

・ヽ

下北原判

I・ II10 Ⅳ O V e Ⅵ・Ⅵ

第 2図 周辺遺跡位置図 1(1:7,500)
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第 3図 周辺遺跡位置図 2(1:lo,000)



魃隕章 辣燿緻隕≧絣蜃

第 1節 基本層序

本遺跡の基盤は、浅問第一軽石流の厚い堆積層である。長土呂遺跡群が存在する南西に緩く傾

斜を見せながら伸びる「田切り」地形の台地上にある。調査区の南半は、谷底に面している。

発掘調査区中央部には、聖原遺跡IⅢ等や上聖端遺跡にみられた浅い谷部がある。そこには砂

層 (I層 )と黒褐色土層 (Ⅲ層)が堆積していた。しかし、大半は耕作上が直接浅間第一軽石流

にまで達していた。したがって多くの遺構の確認面は、V上面であった。Ⅲ層から彫り込まれ

ている遺構にはHl号住居址～H5号住居址等がある。

0漱

50cm―

Ⅱ

　

　́
Ⅲ

・
.・ .・ .・ .・ .Ⅵ .・ .・・・・

・・・

て22グ リッ ド付近

I層  耕作土

H層  砂層

III層  黒褐色土層 (10YR3/2)

Ⅳ層 黒色土層 (10YR2/1)

V層 褐色土層 (10YR4/5)

Ⅵ層 明黄褐色土層 (10YR7/6)
浅間第一軽石流

第 4図 基本層序模式図

第 2節 検出遺構 0遺物の概要

竪穴住居址  35軒

奈良時代 5軒

243グ リッド付近

検出遺構



平安時代 26軒

不  明 4軒

掘立柱建物址 39棟

溝状遺構   8本

土  坑   32基

出土遺物  土師器・須恵器。灰釉陶器・緑釉陶器。中近世陶器・石器。土製品。鉄製品。炭化種子

第 5図 聖原遺跡X調査区設定図 (1:2,000)
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第 6図 聖原遺跡 X遺構全体図 (1:1,000)
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第 7図 聖原遺跡 X竪穴住居址分布 (1:1,000)
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黎Ⅳ章 文鸞≧冬颯

第 1節 竪穴住居址

(1)Hl号住居址

本住居址は、A地区な-19グ リッドから検出された。遺構確認面は、全体層序のⅡ層の砂層中

である。床面掘り方に至っても全体層序のⅥ層の明黄褐色土 (浅間第一軽石流)には達しない。

平面規模は北壁8.Om。 東壁2.4m。 南壁2.32m。 西壁2.8m、 床面積8.Orを計測する。平面形

態はほぼ隅丸の長方形を呈する。壁残存高は38cmを測り、主軸方位はN-83° 一Eを指す。

ピットはカマド脇から1個が検出された。東西60cm南北50cln深 さ15cmを濃Iる。覆土上部からは

焼土・炭のブロックが少量みられた。

標 高733.lm

o   (1:40)   lm

瘍
標 高733.lm

O   (1:80)   2m

にぶい黄褐色土プロックを帯状に、カマ ド付近には暗赤褐色の粘土プロックを含む。

にぶい黄褐色土プロックを多 く、黒褐色土のプロックを少量含む。

焼土 。炭

1-2 cm大 の小礫多量、炭を少量含む。

貼床

焼上

焼土 。炭・灰

焼土・炭のプロック少量含む。

砂質土

第 8図  Hl号住層址実浪1図

1層 暗褐色土   (loYR3/4)
2層 褐色土    (loYR4/4)
3層  llB赤褐色土  (5YR5/8)
4層 暗褐色土   (loYR3/4)
5層 暗褐色土   (loYR3/4)
6層  llE赤褐色土  (5YR5/8)
7層 極暗赤褐色土 (5YR2/3)
8層 暗褐色土   (loYR3/4)
9層 暗褐色土   (7.5YR3/3)
10層  暗褐色土   (loYR3/3)
11層  にぶい黄褐色土 (loYR5/4)
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第 9図 Hl号住居址出土遺物
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床面は堅い平坦な貼床で、床下には地山土を主体とする鈍い黄褐色土が埋められていた。床面

掘り方は、特にきわだった段差はなく概ね平坦な状態である。

覆土は 5層に分層された。カマドの構材であろう多量の面取り軽石と安山岩礫は褐色土の 2層

上面にみられた。

カマドは東壁中央から南東コーナー寄りに設置されていた。大半は破壊されており多くの構材

がカマド前面に床面より10cm程浮いた状態で散舌Lしていた。天丼石に使用されたと思われる長方

形に面取りされた溶結凝灰岩 2個は、長辺60cmを測る大きなものである。また、面取りされた軽

石も30～40cm大の大きなものがかなり使用されている。

lTl土遺物には、土師器不・甕、須恵器不 。甕 。四耳壼、磨石がある。 (第 9・ 10図 )

出土位置はカマド周辺に集中している。多くが 3層内で床面より5～ 10cm程浮いている。

第 9図 1～ 4は、回転糸切り未調整の底部を持つ須恵器卦である。

5～ 9は、内面黒色処理された土師器不である。 6・ 7は底部回転糸切り未調整。 5点 ともに

墨書が認められた。 7は金と判読できる。 5・ 6・ 7も全と読んで差し支えないであろう。

10・ 11は、コの字状口縁をみせる土師器甕である。最大径は胴部上半にあるが肩の張りは強く

ない。

12は、肩部に断面三角の凸帯が巡らされ、外面にタタキロに平行文がみられる須恵器四耳壺で

ある。

13広日の須恵器甕、14は細頸の須恵器甕である。

本住居址は、平安時代 9世紀後半に位置付けられよう。

o(1:4)5 cm

第10図 Hl号住居址
出土遺物

の

(2)H2号住居址

本住居址はA地区と。な-20～ 22グ リッドから

検出れた。遺構確認面は、全体層序のⅡ層の砂層中

である。床面掘り方に至っても全体層序のⅥ層の明

黄褐色土 (浅間第一軽石流)には達しない。平面規

模は北壁4.44m。 東壁5。 41m。 南壁5.27m西壁4.98

m、 床面積29。 3rを計浪1する。平面形態隅丸の長方

形を呈する。壁残存高は21cmを測り、カマドを中心

とする主軸方位は S-25° 一Eを指す。

0     (1:4)     10Cm

第11図 H2号 住居址出土遺物



1層 褐色土   (7.5YR4/6)
シルト質土

2層 黒褐色土  (7.5YR3/1)
全体に墨を含む。特に壁際

3層 黒褐色土  (7.5YR3/2)
4層 褐色土   (7.5YR4/3)
粘土

5層 褐色上   (7.5YR4/4)
焼上を含む。

6層 黒褐色土  (5YR2/2)
焼土・炭を含む。

7層 黒褐色土  (10YR2/2)
8層 暗赤褐色土  (5YR3/6)
焼土。柔らかい。

9層 黒褐色土  (10YR2/2)
10層  にぶい黄褐色土(10YR4/3)
砂

11層  黒褐色土  (10YR2/2)

標高733.3m
O   (1:80)   2m

12層  黒褐色土  (10YR2/1)
13層  黒褐色土  (10YR2/3)
14層  褐色土   (10YR4/4)
柱痕。柔らかい。

15層 黒褐色土  (10YR2/3)
炭・砂少量含む。

16層 黒褐色土  (10YR2/3)
柔らかい。

17層  黒褐色土  (10YR2/2)
堅い。

18層  黒褐色上  (10YR2/3)
柱穴の埋め土。柔らかい。

ピットは12個が検出された。主柱穴Pl～ P4が長辺2.6m短辺2.lmの長方形に配されている。

Pl・ P2・ P3か らは、径15cln程の柱痕が観察できた。柱穴の規模は径30～ 35cm、 深さ25～ 35cllで

ある。P5はカマドの西脇から検出され、東西80cm南北80cln深 さ30cmを測る。P6～ P12は床面下掘

り方精査時に見つかったものである。

床面は堅く平坦で、床下の掘り方には褐色土が埋められていた。床面掘り方は、全面に及んで

いなく特にきわだった段差はなく概ね平坦な状態である。掘り方は最も深いところでも黒褐色土

第12図  H2号住居址実汲1図



層中であった。

覆土は 2層に分層された。カマドの構材であろう安山岩礫数点がほぼ中央の床面直上みられた。

カマドは南壁のもっとも南東コーナー寄りに設置されていた。大半は破壊されており、僅かに

火床の焼上が残存するのみである。新旧の別は確認できないが、焼土は東西に並列して2カ所認

められた。

出土遺物には、土師器羽釜・不、須恵器不、土製品、鉄器、石器等がある。 (第 11・ 13～ 14図 )

第14図22の羽釜はPll脇床面上、第14図21は中央床面直上、13・ 17の土師器塔はカマド内、他

は覆± 2層中から多く出土した。第15図 1の鉄器はP8の東床面上から出土した。

o   (1 : 1)   2 cm

第13図  H2号住居址出土遺物

第14図 2は回転糸切り未調調整の底部を持つ須恵器不である。

3は手持ちヘラ肖Jり の底を持つ須恵器不である。

20～23は土師器羽釜、24～27はその底部と思われる。

6～ 17は土師器塔であるが、10～ 17は堅く焼かれている。12は口径7.6cmを 測る小形のもので

ベタ底状の底部をみせている。

5は櫛描斜走文がみえ、弥生時代後期の甕であろう。
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第14図 H2号住居址出土遺物
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第15図は鑓鉤、鉄鏃、棒状の鉄器である。

1は、鑓鉤で残存長21.4c皿柄先を僅かに欠く。

2は、茎部先端を僅かに欠く鉄鏃で残存長12cm。

第11図 1は、中央に凹があその周辺に磨り面がみ

える。 2は、一部に切断された面取りがある。いづ

れも軽石である。

第13図 2は、一端を欠く素焼きの上錘である。

また、 1の縄文時代早期かと思われるチャートの

エンドスクレイパーも出土している。

本住居址は南壁に構築されたカマドの存在、土師

器羽釜等の特徴から、10世紀後半以降と思

われる。

3

(1:3)     10Cln

第15図  H2号住居址出土遺物

(3)H3号住居址

本住居址はA地区ち 。つ-25・ 26グ リッドから検出された。遺構確認面は、全体層序のⅡ層

の砂層中およびV層である。

平面規模は北壁検出長3.92m。 南壁検出長3.8m西壁3.41mを計測する。

平面形態は、住居址の東側部分が調査できないが東西に長い隅丸の長方形を推定できる。

壁残高は16.5cmを浪1り 、カマドを中心とする主軸方位はNを指す。

ピットは 4個が確認された。貼床下からはカマド脇のP5を検出した。

Pl・ P2・ P3か らは、径20～25cmの柱痕が確認された。西壁中央にあるP2の柱痕はやや東に傾

いており、東壁にも同様なピットの存在が推定され、両者が主柱となることも考えられる。

ピットの大きさは、Plが 40× 34cm深 さ32cm、 P2が 40× 40cm深 さ46cm、 P3が 36× 3ocln深 さ52cm、
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P4が 22× 12cm深 さ34cm、 P5が40× 40cm深さ49cmを測る。

床面は堅く平坦で貼床は10cmを測り厚い。床下の掘り方には褐色土と黄褐色土が埋め土されて

いた。掘り方は最深部で25cmと 浅い。

′ヽ
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―一―-1((10

0    (1:4)   10cm

第16図 H3号住居址出土遺物実測図

覆土は2層に分層され、1層の暗褐色土が大半を占める。

カマドは北壁の中央に設置されていた。大半は破壊されており、わずかに火床の焼土と袖部の

芯材となった半分焼けた軽石が残存するのみである。

遺物は、土師器不・高台付杯 。甕、須恵器不・高台付不 。甕が図示できた。(第 16図 )

4の土師器塔、10の土師器甕、7の須恵器不が2区から出上した。 9。 11～ 13の土師器甕、 2

-18-



。3の須恵器外、 6の土師器

不、 8の須恵器甕がカマドか

ら出土した。 1の須恵器不は

3区からの出上である。

4。 6は内面黒色処理され

た土師器不である。

9～ 13は、コの字状口縁の

土師器甕である。最大径は胴

部上半にあるが、肩の張りは

強くない。

本住居址は、平安時代 9世

紀後半に位置づけられよう。

1層  暗褐色土
2層  黒褐色土
3層  黄褐色土
4層  褐色土
5層  黒褐色土
6層  極暗褐色土
7層  黄橙色土
8層  黄褐色土
9層  暗褐色土
10層  暗赤褐色土

(7.5YR3/3)

(7.5YR2/2)

(10YR5/6)

(7.5YR4/4)

(7.5YR3/2)

(7.5YR2/3)

(7.5YR 7/8)

(10YR5/6)

(loYR3/4)

(5YR3/3)

第17図

標 高733.25m

o   (1:80)   2m

炭を少量含む。

焼土・灰

柔 らかい。柱痕。

にぶい赤褐色上・黄橙色土・黒色土が混 じる。貼床。

堅い。

黒褐色土と黄橙色上が混 じる。

焼け込みが激 しい。

H3号住居址実測図

(4)H4号住居址

本住居址はA地区と。な-18・ 19グ リッドから検出された。遺構確認面は、全体層序のⅡ層

の砂層中である。

平面規模は北壁4。 34m。 東壁3.4m南壁3.91m西壁3.17m、 床面積は16.2ぽを計浪1する。

平面形態は、東西に長い隅丸の長方形である。壁残高は18.Ocmを測り、長軸はN-74° 一Eを

… 19 -



標 高733.340m

0    (1:80)   21

1層 暗褐色土   (10YR3/4)
2層 黒褐色土   (10YR4/4)
3層 黒褐色土   (10YR3/2)
4層  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
5層 暗褐色土  (10YR3/3)

灰自色上のプロック・炭多量に含む。

にぶい黄褐色上の小プロック含む。

灰自色上の小プロック含む。

第18図 H4号住居址実測図

〃

0   (1:4)   10cm

第19図  H4号住居址出土遺物実測図

ただ、住居址北東部には、灰

遺物は、3区のサブトレンチより、第19図の1の羽釜であろう底部、2の

9(1:3)千 Cm   
口縁部に油煤と思われる付着がみられる土師器不、第20図の中空で棒状の鉄

第20図 H4号住居址 器が出上した。
出土遺物

以上の状況から本址は、積極的には住居址とはいえず、時期も不明である。
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(5)H5号住居址

本住居址はA地区に～ぬ-16～ 18グ リッドから検出された。遺構確認面は、全体層序のⅡ層

の砂層中およびV層である。F2号掘立柱建物址とF7号掘立柱建物址と重複する。F2号掘立

柱建物址に住居址南部を破壊され、F7号掘立柱建物址を破壊している。

平面規模は北壁4.17m。 東壁5。 27m南壁4.55m西壁4.85m、 平面形態は隅丸長方形を呈する。

床面積は25.0ぽ を計演Jする。壁残高は56cmを測り、主軸方位はN-12° 一Wを指す。

ピットは 7個が検出された。主柱穴Pl～ P4が 1辺2.6mの正方形に配されている。 Pl・ P4か

らは、径20cmと 径20cmの柱痕が観察できた。柱穴の規模は径50～ 70cm、 深さ70～ 80cmである。Pl

～P2の南に接して 2個の柱穴が床面下掘り方精査時に検出された。東西80cm南北50cll深 さ60cm

を浪1り 、立て替えが行われたと考えられる。

床面は堅く平坦で、床下の掘り方には黒褐色土が埋められていた。床面掘り方は、全面に及ん

でいる。特にきわだった段差はなく

概ね平坦な状態である。掘り方は最

も深いところで20clnを汲Iる。ただ、

主柱穴Pl～ P4に囲まれた住居址中

央部は、さらに、15cm～ 20cm程ちが

た埋め土がみられた。また、カマ南

前の床面下には、焼土・灰の堆積が

みられ、床面下掘り方精査時に検出

されたPl～ P2の南に接した 2個の

柱穴の存在から、本址は北側の 2本

の主柱を立て替えて北側に1.2m程

拡張されたといえる。

覆土は 7層に分層された。 1～ 3

層がほぼ住居址全体を覆う。

カマドは北壁中央に設置されてい

た。粘土と地山の上で構築された両袖の一部と第図の32・ 34を用いた煙道部の一部が残っていた。

lIP4土遺物には、土師器不・甕、須恵器蓋 。不 。高台付不 。皿 。長頸壼、石器等がある。 (第 23

～25図 )

第23図 32・ 第24図34の土師器甕はカマド煙道、18の須恵器不はカマド、33の羽釜はP ll脇床面上、

第23図21は中央床面直上、13・ 17の土師器不はカマド内、他は覆± 2層中止師器甕 。10の須恵器

不 。第24図35土師器甕はP2内、 5。 14・ 15の須恵器不 。30の土師器不は床下から出土した。 3

くヽ

標 高733.290m

O   (1:40)   lm

第21図  H5号住居址カマド実濃1図
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l層

10層

黒褐色土 (7.5YR3/2)

カマ ド寄 りは橙色の粘土

プロック多い。

黒褐色上 (5YR2/2)

暗褐色土 (7.5YR3/3)

カマド際にはカマド構築土

の橙色土プロック多量。

黒褐色土 (7.5YR3/2)

黒褐色土 (7.5YR3/2)

暗赤褐色土(5YR3/3)

焼土。

褐色土  (7.5YR4/6)

焼上の小プロック。

黄褐色土 (10YR5/8)

カマド天丼部の崩れ。

明褐色土 (7.5YR5/6)

明赤褐色の焼土大プロック

明赤褐色の焼けた粘土小ブ

ロック・橙色のカマド構築
土・炭のプロック

明褐色土  (7.5YR5/6)
灰が主。焼土の小プロック

黒褐色土  (loYR2/2))

周溝覆上。

12層  にぶい黄褐色土 (10YR4/3
柱痕。柔らかい。

13層  黒褐色土  (10YR2/2)
貼床。堅い

14層  褐色土  (10YR4/6)
1日住柱穴を埋めた上。

層

層

　

　

層

層

層

7層

&層

9層

11層

0   (1:80)   2m
B′

15層  褐色土  (7.5YR4/4)
貼床下のピット。

16層  暗褐色土  (10YR3/3)
床下の埋め上ともなる。

17層  暗赤褐色土 (5YR3/6)
受けやけ込んでいる。

18層  黄褐色土  (10YR5/6)
の土を使用。

19層  黒褐色土  (10YR2/3)
と砂を使用。

20層  暗赤褐色土 (5YR3/3)
が主。

21層  黒褐色土  (5YR3/1)
の上を使用。

22層  黒褐色土  (10YR2/3))

1日住の床面に達する

貼床。南側一部では

カマ ド構築土が熱を

カマ ド構築土。地 LL

カマ ド構築土。粘土

カマ ド構築土。粘土

カマ ド構築土。地山

P3の埋め土。
P3の埋め土。
柔 らかい。

P4の埋め土。
P2内。
貼床を壊 している。

P2内

(10YR3/4)

(10YR3/3)

(10YR2/3)

(10YR2/3)

(10YR3/4)

(10YR6/6)

(10YR3/4)
層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

黒褐色土 (10YR2/3)床下埋め土。
黒色土  (10YR2/1) 旧住柱穴の埋め土。
明黄褐色土 (loYR6/8) 1日 住床下の埋め土。
黒褐色土 (loYR2/3) 1日 住床下の埋め土。
橙色土  (7.5YR 7/6)旧 住カマド。灰が主。焼土少量
暗褐色土 (loYR3/3)柔 らかい。

23層 暗褐色土
24層 暗褐色土
25層 黒褐色土
26層  黒褐色土
27層  暗褐色土
28層  明黄褐色土
29層  暗褐色土
黒褐色土 (10YR2/3)
褐色土  (loYR4/6)
黒褐色土 (loYR3/2)

橙色土  (5YR6/8)
橙色土  (5YR6/8)

旧住柱穴の埋め土。

1日住床下の埋め土。

旧住のカマ ド焼土。

1日住のカマ ド焼上。

第22図  H5号住居址実浪1図

く| ~蒼蕎;:∫.:ふ

-22-



こ ≦

=二

_毒 毒 =L====抒 輻 褥 ぅ 1 鰺 2

号][二二
「「

三二L==」 0115は

p3

｀

Ч 疵

＼
＼、、ヽ _ヽ__ | ∃餘隕餘屁⑮鮨

濶
争
5

｀
、ヽ、______― 」艤饉爾艤鷺饉圏爾爾膠諄

う
 18

｀
｀
とIIIIIII三二三二権饉下饉彎璽聾璽響鸞燎麟

ク
/24

9

ヽ

   1

k~l  =餃 6

｀
｀
＼
＼、_………_―――――-1二麒

′

19

｀
と
一
ン 鸞 曖 25

′

14

｀
｀`
くこII■__三二三二」靡隕隕隕仁隕漑蜻瑕餘鯰蝙

レ
′

17

｀
                        20



第24図  H5

0    (1:4)   10cm

号住居址出土遺物実浪1図
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第25図 H5号住居址出土遺物実測図

の須恵器
~4~は
4区 1層中、また、 6・ 17は覆± 2層中から、 7～ 9。 12・ 16・ 21・ 22・ 29は覆土

1層中から出土した。

須恵器蓋は、第23図 1・ 2のかえりを有するものと3の壺蓋がみられる。底部手持ちへら肖Jり

される須恵器不14・ 15は、床面下から出土した。30は畿内系暗文を有する土師器不である。32～

35はコの字状口縁の土師器甕である。カマド煙道に使用された34はコの字化が強くなって、最大

径が胴部上半にある。

本住居址は、平安時代 9世紀中葉に位置づけられよう。



(6)H6号住居址

本住居址はA地区に 。ぬ-11・ 12グ リッドから検出された。遺構確認面は、全体層序のⅢ層

およびV層である。

平面規模は北壁3.371n東壁2.76m南壁3.26m西壁3.03rn、 平面形態は隅丸長方形を呈する。

床面積は11。 9ぷ を計測する。壁残高は48.5cmを浪1り 、主軸方位はN-1° ―Wを指す。

ピットは 2個が東西壁中心の位置より30cm床面中央に寄って、掘り方精査時に検出された。東

西に相対峙している。柱穴の規模は南北径60cn東西径30cmの構円形を呈し、深さ30cmである。

床面は堅く平坦で、床下の掘り方には明黄褐色土のブロックを多量に含む暗褐色土が埋められ

標 高733.20m

o    (1:80)    2m
標 高733.20m

O   (1:40)   lm

1層 暗褐色土  (10YR3/3)                  2層  黒褐色土  (10YR2/3)パミスを多量に合む。
3層 黒褐色土  (10YR2/3) パミスを小量含む。         4層 黒褐色土  (10YR2/3)柔 らかい。
5層 黒褐色土  (10YR3/2) 焼土プロック含む。         6層 黒褐色土  (10YR2/3)黒 褐色上の小プロック多量に合む。
7層 暗褐色土  (10YR3/4)焼 土・粘土粒子、炭を含む。    8層 暗褐色土  (10YR3/4)焼土・粘土プロック、炭を含む。
9層 黒褐色土  (10YR2/2) 炭少量、焼上を多量に含む。    10層  明赤褐色土 (5YR5/8) 焼土。
11層  暗褐色土  (10YR3/3) 貼床。この上面柔らかい床。
12層  黒褐色土  (10YR3/2) 貼床、この上面最終の床 (下面は旧の床)。 堅い (径 2 cm大の軽石多く含む。)。
13層  黒褐色土  (10YR2/3) 黒色上の小プロック少量。     14磨  暗褐色土  (10YR3/3)
15層  黒褐色土  (10YR2/3) 貼床 (拡張前)堅い。粘質の黒色土プロック多量に含む。
16層  暗褐色土  (10YR3/3) 床下埋め土。堅い。明黄褐色土のプロック多量。粘質の黒色土プロック少量。
17層  黒褐色土  (5YR2/2) カマド掘り方の埋め土 (上部に焼け込みがみられる)。 明黄褐色上の小プロック多量。

第26図  H6号住居址実測図
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0    (1:4)   locm

第28図  H6号住居址出土遺物

H6号住居址出土遺物実測図

ていた。床面掘り方は、金面に

及んでいる。特にきわだった段

差はなくほぼ平坦である。この

掘り方は、各壁から30cm内側に

寄って H6号住居址平面形態と

相似形を示している。またH6

号住居址貼床下にもう一面の貼

床 (15層)が認められ本住居址

も拡張がなされていことがわかる。

覆土は 8層に分層された。カマドの構材である

う多量の面取りされた軽石と安山岩礫が覆± 7層

中にみられた。

カマドは北壁中央に設置されていた。大半は破

壊されており、両袖の一部と第27図 2の土師器甕

を使用した煙道が残っていた。構材の面取りされ

た軽石と安山岩礫は床面に接するか少し浮いた状

態であった。両袖は地山を壁より30cmほ ど掘り残

し礫と粘土で構築されていたと考えられる。煙道

部には、土師器甕を設置していた。

出土遺物には、土師器甕、須恵器蓋・甕、石器

η
＝

―

ｎ
Ⅶ
＝
ψ

２
　

　

　

図

ｉ　　　ｎｈｍ明闊‐‐‐‐‐‐‐‐珈珈‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐―‐‐‐‐―‐‐―――剰
物

・鉄器がある。 (第 27～ 29図 )

第27図 1は、宝珠形のつまみを持つ須恵器蓋で 3区の床下から出土した。

2～ 10はコの字状回縁の土師器甕で、日縁部と胴部上半部の径がほぼ等しい 3・ 4・ 6と 最大

径が胴部上半にあり肩が張るもの 7が ある。

2はカマド煙道部、 3・ 4・ 8はカマド内、 5。 6・ 10は覆土出土片と床下出土片とが接合し

ている。

11は、須恵器の広回甕でカマド内出土片と1区床面出土片とが接合した。

第28図 1は、砥石で上下両面が使用されていた。カマド西脇より出土。

第28図 2は、軽石の間石で 4区の 2層中出土。

第29図 1は、鎌で 8 cmが残存する。カマド西脇から出土した。

第29図 2は、毛抜き型鉄製品で長さ8.6cmを測り、完形品である。

本住居址は、 9世紀後半に位置づけられよう。

-27-



(7)H7号住居址

本llLは B地区け～こ-7グ リッドから検出された。遺構確認面は、全体層序のⅢ層およびV

層である。M3号溝状遺構に西側を南北に破壊されている。

平面規模は北壁3.64m東壁2.9m南壁3.68rn西壁2.98rn、 平面形態は隅丸長方形を呈する。床

面積は12.6ぽ を計測する。壁残高は51.5cmを 測り、カマドを中心とする主軸方位はN-11° 一W

を指す。

ピットは 2個が南壁中央下より対で検出された。人口施設にFll連すると思われる。南北30cm東

西16cmを浪1る楕円形を呈し、深さは30cmを減1る 。

16

饒

ｒ
一

標 高734.24m

o     (1:80) 2m

1層 黒褐色土   (loYR3/2)
3層  黒褐色土   (loYR2/3)
5層 褐色土    (loYR4/6)
7層 黒褐色土   (5YR3/1)
9層  橙色土    (5YR6/6)
10層  にぶい赤褐色土(5YR4/4)
12層  にぶい赤褐色土(5YR4/4)
14層  黒褐色土   (loYR2/3)
15層  暗褐色土   (loYR3/3)
16層  褐色土    (loYR4/4)
17層  褐色土    (loYR4/4)
19層  褐色土    (loYR4/4)

小礫多量に含む。

パ ミスを小量含む。

小礫を少量含む。

2層  暗褐色土
4層  暗褐色土
6層  極暗赤褐色土
8層  暗赤褐色土

11層  黒褐色土
13層  暗褐色土

焼土を多量、灰・明黄褐色土プロックを含む。

(10YR3/4) パミス・小礫を多量に合む。
(10YR3/3)

(5YR2/3) 黒色粘土プロック・焼土微量に合む。
(5YR3/4)炭少量・焼土粒子を多量に含む。

(10YR2/3)煙 道に付着したスス。
(10YR3/3)

(10YR4/6)

粘土。

焼土。

Л占床。明黄褐色上の小プロック多量に含む。

明黄褐色土・浅黄橙色上の小プロック多量に含む。

床下埋め土。堅い。明黄褐色土・にぶい黄橙色土が混 じる。

18層  褐色土
カマ ド掘 り方jllめ土。

第30図  H7号住居址実測図

〓

ヽ

，

こ

】
ｂ

＞
ヽヽ
　

　

　

　

　

ヾ

Ｐ
″

ｌ
　
ο
　
　
　
　
　
　
　
ハ
硼
び
‐

- 28 -



標 高734.24m

o    (1:40)   lm

第33図の 9

第33図 の 4

第31図  H7号住居址カマド実測図

01
ど 11:))2

0     (1 :4)     locm

第32図  H7号住居址出土遺物実浪1図

床面は堅く平坦面で、床下の掘り方には暗褐色土と褐色土が埋められていた。床面掘り方は全

面でなく、住居址四隅とカマドの前が堀窪められていた。

-29-



覆土は 5層に分層された。カマドは北壁中央に設置されていた。lltJ~袖 と煙道が残る。両袖は面

取り軽石を芯材とし、粘土で覆い構築されていた。煙道部には第33図 4～ 6・ 9の土師器甕を使

用していた。

-30-



lTl土遺物は、土師器甕、須恵器不・高台付不、石器が図示できた。(第32・ 33図 )

第33図 1は、底部回転糸切り未調整の須恵器不で、 2区 4層からrTliし た。 2は回転ヘラキリ

の底部をみせる須恵器不である。 1区より出土。 3は須恵器高台付不で 1区から出土、底部切り

離しは不明。 4～ 10はコの字状口縁の土師器甕で 4～ 6・ 9がカマド煙道部に構材として用いら

れていた。いづれも口縁部と胴部上半部の径がほぼ等しい。第32図 1・ 2は軽石の磨石である。

本住居址は、 9世紀初頭に位置づけられよう。

(8)H8号住居址

本址はB地区く。け-7グ リッドから検出された。遺構確認面は、全体層序のⅢ層およびV

層である。

平面規模は北壁2.45m東壁1.91m南厳2,72m西壁2.25m、 平面形態は隅丸長方形を呈する。

標 高734.4m

9   (1:140)  ]m

標 高734.4m

O    (1:80)    2m

くヽ

1層 黒褐色土   (10YR2/3)
2層 暗褐色土   (10YR3/3)
3層 暗褐色土   (loYR3/4)
5層 黒褐色上   (10YR2/3)
7層 褐色土    (7.5YR4/4)
9層 黒褐色土   (10YR2/2)
11層  にぶい黄橙色土(10YR 7/4)

2 cm大 の軽石・小礫多量に含む。

2 cm大 の軽石多量に合む。

l cm大軽石少量含む。

褐灰色の粘土プロック含む。

粘土。

床下の埋め土。

黄橙色土小プロック少量、黒褐色上の小プロック少量含む。

4層 黒褐色土   (loYR2/3)
6層  にぶい赤褐色上 (5YR4/4) 焼土。
8層 赤褐色土   (5YR4/8) 袖部の焼け込み。
10層  黒褐色土   (10YR2/3)床 下の埋め土。

第34図  H8号住居址実濱1図
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第35図 H8号住居址出土遺物実浪1図

-0-

02

床面積は6.3ピ を計測する。駿残高は33cmを測り、カマ

ドを中心とする主軸方位はN-33° 一Wを指す。

ピットは検出されなかった。

床面は平坦面であるが、カマド全面を除き軟弱であった

床下の掘り方には暗褐色土とにぶい黄褐色土が埋められ

ていた。掘り方は10～ 40cmの深さであり、特に住居址西

側半分が深い。

覆土は4層に分層された。カマドは北壁中央に設置さ

れていた。両袖が僅かに残る。両袖は地山を僅か掘り残

し、褐色の粘土で構築されていた。両袖の前部にみられ

⊂アー餞呻
03

0    (1:4)   10cm

第36図  H8号住居址出土遺物実測図

る小ピットは、芯材の礫を差し込んだ穴であろう。

出土遺物は、土師器甕 。杯、須恵器不・高台付不 。皿、石器が図示できた。 (第 35・ 36図 )

-32-



第35図 1・ 2は、底部回転ヘラキリの須恵器塔で、 1は カマドから出土した。 4は、底部手持

ちヘラケズリをみせる須恵器不でカマド東脇床面から検出された。 3は、底部回転ヘラキリの須

恵器皿で 2区と1区出土片が接合した。 5は、底部回転ヘラキリ後ナデ調整された須恵器高台付

不で 1区出土。 6は、底部丸底で体部下半がヘラケズリされる土師器不で半球形を是す。カマド

・2区 。3区出土片が接合した。 7～ 9は土師器長胴甕で 7・ 8はカマド・4区出土片が接合し

た。 7・ 8と もくの字状口縁を呈し、最大径は口縁部にある。

第36図 1・ 2は軽石の磨石である。 3は安曲岩の磨石である。

本住居l」Lは、 8世紀前半に位置づけられよう。

(9)H9号住居址

本址はB地区け 。こ-8・ 9グ リッドから検出された。遺構確認面は、全体層序のⅢ層およ

びV層である。住居址南側大半をH10号住居址に破壊され、西側を南北にM3号溝状遺構に破

壊されている。D19号土坑の西側を破壊している。

平面規模は北壁4。 37m東壁4.25m南壁推定4.34m西壁推定4.36m、 平面形態は隅丸方形を呈

する。床面積は約21.6ぽ を計浪Iす る。壁残高は34.5cmを 測り、カマドを中心とする主軸方位はN

-24° 一Wを指す。

ピットは6個検出された。主柱穴はPl～ P4が 1辺2.4mの正方形に配されている6柱穴の規模

は、径40cln～ 65cm深 さは60cm～ 70cl■である。Plには径20clnの柱痕が観察できた。P6は掘り方精

査時に南壁中央直下から検出された。

径60cm深 さは掘り方上場から40cmを

測る。P5は P3・ P4の 中間から床面

より検出された。径30cl■深さ52cmで

の 1

標 高744.4m

o     (1:40)
o   (1:4)  locm

第38図  H9号 住居址出土遺4勿実浪1図第37図  H9号住居址カマド実測図
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標 高734.4m

O   (1:80)   2m

B'

1層 黒褐色土   (10YR2/2)
3層 黒褐色土   (10YR3/1)
5層  にぶい黄褐色土 (7.5YR5/4)
7層 暗赤褐色土  (5YR3/6)
9層  明赤褐色土  (5YR5/6)
11層  極暗赤褐色上 (5YR2/4)
13層 褐色土    (7.5YR4/4)
15層  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
17層 暗褐色上   (10YR3/3)
19層 黒褐色土   (10YR3/2)
21層  褐色土    (7.5YR4/4)

粘土・焼土プロック含む。

粘土。

焼上。

灰。

粘上が熱を受けた。

袖石を固定 した。

柔 らかい。

にぶい褐色土プロック多量に含む。

床下の埋め土。

カマ ド掘 り方埋め土。

2層  黒褐色土
4層  灰白色土
6層  黒褐色土
8層  黒褐色土
10層  赤褐色土
12層  極暗赤褐色土
14層  褐色土
16層  明黄褐色土
18層  黒褐色土
20層  明黄褐色土

粘土。

焼土粒子・炭化粒子多量に含む。

堅い床 (パームクーヘン状 )。

焼土。

貼床。

(10YR3/1)

(7.5YR 8/1)

(10YR2/3)

(7.5YR2/3)

(5YR4/8)

(5YR2/4)

(7.5YR4/3)

(10YR 7/6)

(10YR3/2)

(10YR 7/6)

第39図  H9号住居址実測図

20cmの柱痕が認められた。

床面は堅く平坦である。床下の掘り方には20層の明黄褐色土が埋められていた。掘り方は15cm

の深さであり、特に深い部分はない。

覆土は 2層に分層された。カマドは北壁中央に設置されていた。両袖と煙道の一部が残る:両

袖は面取り軽石をぶ材とし、粘上で/ruい構築されていた。煙道部には第40図 5の上師器甕を使用
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二薇

第40図  H9号住居址出土遺物実測図

していた。

出土遺物は、土師器甕、須恵器不、石器が図示できた。 (第 38・ 40図 )

第40図 1須恵器不で、カマドと1区出土片が接合した。

2は、底部手持ちヘラケズリをみせる須恵器不でカマド内から検出された。

3～ 5は、土師器長胴甕で 3はカマド・ 1区出土片が、 4はカマド・ 2区出土片が接合した。

4はカマド煙道部に用いられた破片とカマド内出土片が接合した。

3は くの字状口縁を最し、最大径は口縁部にある。 5は最大径が口縁部と胴部上半がほぼ等し

い。

第40図 1・ 2は軽石の磨石である。

本住居址は、 8世紀後半に位置づけられよう。

0    (1:4)   10cm

(10)H10号住居址

本址 はB地 区け。こ。さ-9。 10

グリッドから検出された。遺構確認面 第41図  H10号住居址出土遺物実浪1図



. 。  標層T:も;m  2m

層

層

層

層

層

層

黒褐色土 (7.5YR3/2)明黄褐色土の小プロック少量。
黒褐色土 (7.5YR2/2)周 溝覆土。

黒褐色土 (7.5YR2/2)床 下の埋め土。明黄褐色プロック微量。

%  1層  黒褐色土 (loYR2/3)

c′
 2層 黒褐色土 (5YR3/1) 粘土・焼土プロック多量。~ 3層  黒褐色土 (7.5YR2/2)炭 化粒子微量に含む。
4層 黒褐色土 (7.5YR3/2)炭 化粒子微量に合む。
5層 黒褐色土 (7.5YR3/2)粘 土。
6層  黒褐色土 (7.5YR3/2)炭 化粒子多量に含む。
7層 黒褐色土 (7.5YR2/2)軽 石・炭化粒子微量に含む。
8層 黒褐色土 (7.5YR2/3)炭 化粒子微量に含む。
9層 黒褐色土 (7.5YR3/1)下 部に帯状に灰。
10層  黒褐色土 (7.5YR3/1)炭 化粒子微量に合む。

黒褐色土  (7.5YR3/2)明 黄褐色土の小プロック多量。
黒褐色土  (7.5YR3/2)貼床。明黄褐色上のプロック多量に含む。
明黄褐色土 (10YR 7/6)

第42図  H10号住居址実浪1図
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1層 褐色土    (10YR4/6)灰・焼土プロックを含む。   2層 黒褐色土 (5YR3/1)
3層 黒褐色土   (5YR2/1) 炭化粒子微量に含む。     4層  褐色土  (7.5YR4/3)
5層 黄褐色土   (10YR5/6) 明黄褐色上・灰を含む。
6層 黒褐色上   (7.5YR3/1):日 カマドの崩れ。にぶい橙色の粘土・焼土粒子含む。
7層 にぶい赤褐色土 (5YR4/3) l日 カマドの粘土。焼けている。

第43図  H10号住居址実濃1図

標 高734.4 1al

o     (1:40)    lm

粘土。焼土粒子多量 (新カマ ドの崩れ)。

貼床。住居址覆± 14層 に同 じ。

は、全体層序のⅢ層およびV層である。

住居址西側を南北にM3号溝状遺構に、さらに、住居址西側において D33～ 36号土坑に破壊

されている。D19号土坑の西側を破壊している。

平面規模は北壁4.92m東壁5.57m南壁4.24m西壁5。 74m、 平面形態は隅丸方形を呈する。

床面積は27.6ぽ を計測し、壁残高は15。 5cmを浪Iる 。

カマドを中心とする主軸方位はN-83° 一Eを指す。

ピットは6個検出された。 P2・ P3が西壁に平行して新しいM3号溝状遺構の底面から確認さ

れた。南北壁からの距離もほど良く、柱穴と考えられる。柱穴の規模は、残存する径30cm深 さは

床面から計浪1すると50cln～65cmである。径30cmを測るP4は、深さ43cmを測り、P2・ P3と の位置

関係が悪いが柱穴とも思える。

P5° P6は南壁中央付近のカマド前から検出された。P5の規模は、径80cm深 さ40cmを浪Iる 。覆

土からは、粘土と多量の炭・炭化粒子がみられた。Plは北東隅から検出され、規模は東西80cm

南北75cm深さ20cmを測る。覆土上部に粘土と焼土ブロックを多量に含む。

床面は貼床が顕著なカマドから住居址中央にかけて堅く平坦である。他の床面は凸凹しており

Ａ
一

ｙ
一

Ｄ
一
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0    (1:4)   10cm

第44図  H10号住居址出土遺物実測図

柔らかい。床下の掘り方には、明黄褐色土と黒褐色土が埋められていた。掘り方は10～ 15cmを浪I

り、特に段差はみられなかった。覆上は 1層の黒褐色土であった。

カマドは東壁端に設置されていて、南側の袖部は南壁にかかっている。ほとんど原形をとどめ

ていないが、火床が新旧2カ所認められた。小ピットなどの状況から北よりの火床が東壁にかか

る方が新しいカマドと考えられる。面取り軽石と安山岩がカマド前面の床面に散舌Lしており、こ

れらをカマドの芯材とし用い粘土で覆い構築されていたものと考えられる。

出土遺物は、土師器羽釜・甕・不、須恵器杯、石器、鉄器が図示できた。 (第 41・ 44・ 45図 )

第44図 1・ 3～ 5は底部回転糸切りの土師器外で、 5は小形で底部がベタ底状である。 2は、

底部回転糸切りをみせる須恵器不で東壁中央直下の床面上から出上した。 2は、底部手持ちヘラ

ケズリをみせる須恵器不でカマド内から検出された。 6は、土師器羽釜で H15号住居llL出土片と

接合した。 7の土師器甕は内外面ナデ調整で仕上げられ焼成も良く堅い。カマド・ 1区・P2出

土片が接合した。 9はカマド内、 8はカマド内とP2出土片が接合した。羽釜の底部であろう。

本住居址は、10世紀後半以降と思われる。
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o   (1:4)   10cm

第45図  H10号住居址出土遺物実瀬1図

(11)Hll号住居址

本址はB地区し・す-3・ 4グ リッドから検出された。遺構確認面は、全体層序のV層である。

住居址南西部をM5号溝状遺構に破壊

I   二30

-1:)「

 ~｀電
~

―
           

―

o  (1 :3) 5 cm

第46図  H ll号住居址出土遺物実測図

~l~.=J⊃

0雛πξ11#」と居址
出土遺物実測図

されている。

平面規模は北壁4。 16m東 壁4。 41m南壁

―⑤一③l喜彬菫又靭進I

□

一

(011
0(1:4)5 cm

第48図  H ll号住居址
出土遺物実測図

形を呈する。

床面積は21.6ぽ を計

測する。

壁残高は43.Oclnを 計

り、カマドを中心とす

る主軸方位は、N-21°



―Wを指す。

ピットは14個検出された。主柱穴はPl～ P4が東西2.4m南北2.2mの正方形に配されている。

柱穴の規模は、径40cm～60cm深 さは70cm～ 80cmと 深い。Pl～ P4か らは、径20cm～ 30cmの柱痕が

観察できた。壁柱穴のP5～ P8・ P10～ P14は、東壁を除く各壁直下に沿って巡るように配置さ

れている。径は25cm～ 30cmを測り、深さは25cm～ 45cm。

床面は堅く平坦である。床下の掘り方には、明黄褐色土のブロックを多量に含む黒褐色土が埋

められていた。掘り方は10～ 20cmを測り、床面中央が浅く、壁にかけて深くなっている。

覆土は 6層に分層された。

カマドは北壁中央に設置されていた。面取り軽石を芯材とし、粘上および黒褐色土で構築されて

いた。

´ _́バ=は鰈烙蠅舞ご ´
_ζ 進 ≦

漑 蝙 晰 狂

、

(ヽ  1
＼ 10

辟

ク
ヽ一月

0    (1:4)   locm

第49図  H ll号住居址出土遺物実測図

出土遺物は、須恵器蓋・不・高台付不・甕、石器、鉄器が図示できた。 (第41・ 44・ 45図 )

主に覆± 2・ 3層から出土している。

第44図 1～ 4は須恵器蓋で、宝珠形を持つ 1・ 3と 小さめの皿状つまみを持つものがある。

1・ 4が床下より出上している。

5・ 6・ 8。 9。 10～ 12は、手持ちヘラケズリの底部みせる須恵器不である。
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カマドllliり 方平面図

″
一

Ａ
一

標 高734.Om

O   (1:40)   lm

1層

2層

3層

4層

5層

6層

極暗褐色土 (7.5YR2/3)

極暗褐色土 (7.5YR2/3)

黒褐色土  (7.5YR2/2)
黒褐色土  (10YR2/3)
にぶい橙色土 (7.5YR6/4)

黒褐色土  (7.5YR2/2)

パ ミスを多量に含む。

黒褐色土プロック多量

粘土の小プロック多量

粘土 (崩れたもの)。

粘土・焼上の

小プロック少量含む。

灰・焼土プロック。

柔 らかい。

柱痕。柔 らかい。

柱痕。柔 らかい。

自色粘土プロック多量。

柔 らかい。

柔 らかい。

明黄褐色上の

7層  暗赤褐色土
8層  黒褐色土
9層  黒褐色土
10漕  黒褐色土
11層  褐灰色土
12層  黒褐色土
13層  黒褐色土
14層  黒褐色土
小プロック少量。

15層  褐色土
16層  暗褐色土

(5YR3/3)

(10YR3/2)

(10YR3/2)

(10YR3/2)

(10YR6/1)

(10YR2/3)

(10YR3/2)

(10YR3/2)

(10YR4/4)柔 らかい。

(10YR3/3)貼 床。非常に堅い。

ゴ12・
鮨

Ｐ６』一ン″″

17層  暗赤褐色土 (5YR3/6)。 明黄褐色土 (10YR 7/6)
カマド構築土。

18層  明黄褐色土  (10YR6/8)黒褐色土プロック合む。
19層  黒褐色土  (10YR2/3)暗赤褐色土の

小プロック少量含む。

20層 黒褐色土  (10YR2/2)堅い。明黄褐色土の
プロック多量。

21層  明黄褐色土  (10YR6/8)
22層  にぶい黄褐色土 (10YR5/4)灰 を多量に合む。

標 高734.Om(P5等 は733.5m)
0    (1:80)    2m

Ｅ Ｗ
一Ｐ‐‐
Ｍ

第50図  H ll号住居址実汲1図

絣
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14は、Plか ら検出された須恵器甕で胴部下半はタタキ後ナデ調整されている。

第図 1・ 6は、刀子で 1は 2層から6は 3層から出上した。 2～ 5は不明である。

第図は、軽石の磨石で 4区 2層から出土した。

本住居址は、 8世紀後半に位置づけられよう。

(12)H12号住居址

本址はB地区か～く-4・ 5グ リッドから検出された。遺構確認面は、全体層序のⅢ層およ

びV層である。住居址東部はアクセス仙禄湖線の歩道下である。F9号掘立柱建物址・F21号掘

立柱建物址・D14号土坑と重複する。F9号掘立柱建物址が本址より新しく、F21号掘立柱建物址

。D14号土坑は本址により破壊されている。

平面規模は北壁検出部3.80m南壁検出部4.27m西壁4.46m、 平面形態は隅丸方形を豊しそうで

口
|

標 高734.4m

O    (1:40)    l tan

1層 黒褐色土  (10YR2/3)地山の明黄褐色土プロックを多量に含む。
2層 暗褐色土  (10YR3/3)地山の明黄褐色土プロックを多量に含む。
3層 にぶい黄褐色土 (10YR5/4)地 山の明黄褐色土プロックを多量に含む
4層 暗褐色土  (10YR3/3)地山の明黄褐色土プロックを多量に含む。
5層 暗褐色土  (10YR3/3)地山の明黄褐色土プロックを多量に合む
6層 黒褐色土  (10YR2/3)黒色土プロック多量、明黄褐色土プロック少量含む。
7層 明赤褐色土 (5YR5/8)焼 土。
8層 褐色土   (7.5YR4/6)焼 土粒子・灰が主。
9層 浅黄橙色土 (7.5Y8/4) 灰。
10層 暗赤褐色土 (5YR3/6)焼 土プロック少量。
11層 黒褐色土  (7.5YR3/2)ホ 主痕。柔らかい。

第51図  H12号住居址カマド実測測図
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ある。壁残高は39。 5cmを浪1る。

カマドを中心とする主軸方位はN-25° 一Wを指す。

ピットは床面から6個検出され、床下から7個検出された。主柱穴はPl～ P4が東西2.2m南

ゴL2.4mの正方形に配されている。柱穴の規模は、径40cm～ 70cm深さは70cm～ 80cmと 深い。Pl～

P4か らは、径16cm～ 30cmの柱痕が観察できた。床下から検出されたP5・ P6は、位置と形状から

P3・ P4の古いものと考えられる。したがって本址は、南側に少なくても一度の住居址の拡張、

または、柱の立て替えがなされたものといえよう。北東隅の床下からは径40cmと 50cm深 さ40cmと

60cmを測る大きなP10。 P llが検出された。カマド両脇から検出されたP7・ P8は、P7が東西径40

cm南北径26cm、 P8は東西径46cm南北径40cm、 深さは30cmを測る。

床面は堅く平坦である。床下の掘り方には、地山の明褐色土・橙色上、黒褐色上が埋められて

いた。掘り方は 0～40cmを測り、床面中央が浅く、壁にかけて四方が深くなっている。

/Fa土は 6層に分層された。

カマドは北壁中央に設置されていた。面取り軽石を垂直に立て両袖の芯材とし、にぶい赤褐色の

粘土で覆い構築されていた。煙道部には、第52図の 4・ 5の土師器甕が使用されていた。火床の

奥には、2カ 所に長さ30cmの面取りされた軽石が支脚石として置かれていた。支脚石の下部は、

深さ5 cmほ どの小ピットが掘られ、橙色土で固定されていた。

出土遺物は、土師器不・甕、須恵器塔が図示できた。 (第 52図 )

第52図 2・ 3は、須恵器不で 3区サブトレンチから出土した。 3は、回転糸切り未調整の底部

である。 3は、底部が手持ちヘラケズリされ、内面黒色研磨された土師器不である。

4～ 6は土師器甕で、 4・ 5の長胴甕、 6小形甕がある。 6は台付甕とみられる。

本住居址は、 9世紀前半に位置づけられよう。

ヽ

-43-



12層 黒褐色土  (10YR3/2)明 黄褐色土プロック少量。
柔らかい。

13層 黒褐色土  (7.5YR2/2)貼 床。地山の橙色土・軽
石多量。

14層 暗褐色土  (10YR3/4)柱穴埋め土
15層 暗褐色土  (10YR3/4)柱穴埋め土。黒色上の大

プロック多量。

16層 明黄褐色土 (10YR 7/6)柱 穴埋め土。明黄褐色土
を多量、黒色土プロック少量。

柱穴埋め上。にぶい黄橙

色土。明黄褐色土を多量。

柔 らかい。

焼上。上画が使用面。

支脚石・袖石の固定土。

カマ ド構築土。

17層 褐色土   (7.5YR4/6)

18層  赤褐色土  (5YR4/8)
19層  にぶい赤褐色土 (5YR4/3)
20層  黒褐色土  (7.5YR2/2)
21層

22層

23層

24層

第53図  H12号住居址実浪1図

褐色土   (7.5YR4/6)カ マド構築土。粘土。
にぶい赤褐色土 (5YR5/4)カ マド構築土。粘土。

明褐色土  (7.5YR5/6)床 下の埋め土。柔らかい。
黒褐色上  (7.5YR3/2)床 下の埋め土。黒色土・

橙色土を使用

25層  橙色土 (7.5YR6/6)床 下の埋め土。地山の明黄

褐色土・にぶい橙色土。

標 高734.4m

O    (1:80)   2111
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(13)H13号住居址

本址はB地区え～か-5・ 6グ リッドから検出された。遺構確認面は、全体層序のV層である。

M10(上 聖端遺跡 )

二吻

第54図  H13号住居址実測図

住居址東部はアクセス仙禄湖線の下であり、1988年度に佐久埋蔵文化財センターによって長土

呂遺跡群上聖端遺跡として発掘調査されている。今回その西側部分の調査を行った。

平面規模は双方の調査結果から、北壁約4。 56rn東壁5.20m南壁約5。 04m西壁5.08m、 平面形

態は隅丸方形を呈す。壁残高は25.5cmを 測る。 (1988年度の調査分では、40cmである。)

カマドを中心とする主軸方位はN-24° 一Wを指す。

く
|

D         D′

欲

層

層

層

標 高734.5m

1988年 度発掘調査範囲 (上聖端遺跡 H40号 住居 l■ )

黒褐色土  (7.5YR2/2)
黒褐色土  (7.5YR2/2) 橙色上の小プロック少量。
極暗褐色土 (7.5YR2/3) 床下の埋め上。橙色上の小プロック多量。

A層  耕作土

1層  暗褐色土

2層  黒褐色土
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第55図

0    (1:4)   locm

H13号住居址出土遺物実測図

0   (1:4)  locm

ピットは床面から3個検

出され、合わせて 5個が検

出されたことになる。主柱

穴 はPl～ P4が 東 西3.2m

南北2.6mの長方形に配さ

れている。柱穴は、深さ55

cm～ 65cmを浪1る 。

床面は堅く平坦である。

床下の掘り方には、極暗褐

色土が埋められていた。掘

り方は10～ 20cmで あった。

覆土は2層に分層さ

れた。

カマドは北壁中央に

設置されていた。面取

り軽石を芯材とし、橙

色粘土と黒褐色土で覆

い構築されていた。

出土遺物は、土師器

甕、須恵器不が図示で

きた。 (第 52図 )

第52図 1・ 4は、回

転糸切り未調整の底部

を持つ須恵器塔である。

2は、底部が手持ちヘ

ラケズリされる須恵器

不である。

5は土師器甕で、日

縁部のコの字化が強く

なっている。

第56図  H13号住居址出土遺物実浪1図
(上聖端遺跡H40号住居址)

本住居址は、 9世紀前半に位置づけられよう。



(14)H14号住居址

本址はB地区え。お-8。 9グ リッドから

検出された。遺構確認面は、全体層序のV層で

ある。本地点は、調査前の段階で資材置き場等

に使用されており、すでに深く攪舌Lが及んでい

た。全体層序V層にまで重機の爪痕が残ってい

た。Plと P2付近において貼床面が、掘り起こ

されたとみられる土塊が多量にみられたため、精査した。明確な住居址範囲は掴めなかったが、

2個のピットの北側に焼土と粘土が認められる落ち込みがあり、残存するカマドの落ち込みと推

定した。

付近から土師器・須恵器の小片が出土したが、本址の時期など不明である。

⑥半さ
kl

く
|

°F“ P5

■
◎
f
P2

C    C′

物

ｍヽ

2m

1層 暗赤褐色土 (5YR2/3)  焼土。粘±。
2層 黒褐色土  (5YR3/1)
3層 黒褐色土  (5YR2/2)

第58図  H14号住居址実波1図

凪

一

日

一

□ 曰

□

19(114)10cm

第57図  H13号住居址出土遺物実測図
(上聖端遺跡H40号住居址)

呵濾

ヽ

　

‥

‥
＝

ア
ク
セ
ス
仙
禄
湖
線

標 高734.20m

(1:80)
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(15)H15号住居址

本址はB地区き。く-10。 11グ リッドから検出された。遺構確認面は、全体層序のV層である。

D'

一
判

E'  F α
一

Γ
一

H.

標 高734.Om

O   (1:80)   2m

1層 黒褐色土   (loYR2/3)
2層 黒褐色土   (loYR3/2)
3層 褐色土    (loYR4/4)
柱痕。柔らかい。

4層 黒褐色土   (loYR2/3)
5層  暗褐色土   (loYR4/4)
6層  にぶい赤褐色土 (5YR4/4)
焼上。

7層  にぶい橙色土  (5YR6/4)
焼土粒子・灰多量に合む。
8層 暗赤褐色土  (5YR3/3)
焼土粒子・焼土プロック少

量含む。

9層 極暗赤褐色土  (5YR2/4)
焼土粒子多量に含む。。

10層  暗赤褐色土  (5YR3/3)
焼土粒子多量・炭少量含む。

11層  暗掲色土   (loYR3/3)
床下の埋め土。

12層  黒褐色土   (loYR2/3)
13層 黄褐色土   (loYR5/6)
14層 黄褐色土   (loYR5/6)
柱穴埋め土。

第59図  H15号住居址実測図

Ｈ

一
４
一
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第61図  H15号住居址出土遺物実測図

o    (1:4)   10cm

H15号住居址出土遺物実測図

住居址南壁の一部をM6号溝状遺構に破壊されている。

平面規模は北壁4.60m東壁4.40rn南璧4.50m西壁4,10m、 平面形態は隅丸方形を呈する。

床面積は23.2

rを計測し、壁残高は12.5cmを波Iる 。

カマドを中心とする主軸方位はN-65° 一Eを指す。

ピットは16個検出された。Pl・ P2・ P“が2.2rnの正方形止に配置されていて、柱穴と考えら

れる。柱穴の規模は、径20cm～ 30clll深 さはPlが 60cl■ P2が 20cm P“が15cmで ある。Pl・ P2か らは、

径15cmの柱痕が認められた。P2と P“の間の床下から、南北1.7m東西1.2m深 さ10clnほどのの略

長方形の土坑が検出された。遺物はみられなかった。

床面は貼床がみられず、わずかカマド前が堅い。全体に平坦である。

カマドは東壁端に設置されていて、南供1の袖部は南壁にかかっている。ほとんど原形をとどめ

ていないが、火床が新 1日 2カ 所認められた。小ピットや礫などの状況から、東壁にかかる北より

の火床が方が新しいカマドと考えられる。面取り軽石と安山岩が数点火床上に散舌Lしており、こ

れらをカマドの芯材とし用い粘上で覆い構築されていたものと考えられる。

出土遺物は、土師器不、石器が図示できた。 (第 59図 )

第59図 1は底部回転糸切りの土師器不で、日径10cm器高 2 cmの小形で底部がベタ底状である。

2・ 3は、底部回転糸切りをみせ、内面黒色研磨される土師器不である。

第60図は、安山岩の磨石である。

本住居址は、少ない遺物ではあるが10世紀後半以降に位置づけられると思われる。



(16)H16号住居址

本址はB地区お 。か-7～ 9グ リッドから検出された。遺構確認面は、全体層序のV層であ

る。

住居址西側でF23号 ・F24掘立柱建物址に、さらに、住居址南側において D15号土坑に破壊さ

れている。

平面規模は北壁4.26m東壁4.10m南壁4。 15m西壁4.09m、 平面形態は隅丸方形を呈する。

0   (1:40)  lm

極暗褐色土  (7.5YR2/3)黄色の軽石
l cm大 。黄橙色上の小プロック少量含む。

黒褐色土  (loYR2/3)黄色の軽石
l cm大を多量に合む。

黒褐色土  (loYR2/3)黄色の軽石
l cm大を多量に含む。北部に焼上の小ブ
ロックを含む。

層

　

層

　

層

　

　

　

層

層

黒褐色土  (loYR2/3)
極暗赤褐色土 (5YR2/3)

焼土・灰を含む。

暗赤褐色土  (5YR3/2)
ロック多量に合む。

暗赤褐色土  (5YR3/2)
ロックを含む。

橙色土   (5YR6/8)
明赤褐色土  (5YR5/8)

焼け込んだもの。

暗赤褐色土  (5YR3/2)
黒褐色土  (10YR2/3)
暗褐色土  (loYR3/3)
黒色土   (loYR2/1)
黒褐色土  (loYR3/2)

柔 らかい。

焼土・粘土ブ

焼土・粘土ブ

焼土・灰

カマ ド構築土が

粘土。カマ ド構築土。

柱痕。柔 らかい。

柱痕。柔 らかい。

柱痕。柔 らかい。

1011

絋
ミ__ゴニ」F攪乱r‐‐旦

6層

7層

8層

9層

10層

11層

12層

13層

14層

地山の明黄褐色土プロック多量に含む。柱穴埋め土。

地山の明黄褐色土プロック多量に合む。柱穴埋め土。

貼床。堅い。

床下の理め上。明黄褐色土のプロック少量。柔 らかい。

床下の埋め土。地山の明黄褐色土プロック・ 2～ 5 cm大 の軽石多量に含む。

第62図  H16号住居址実測図

標 高734.2m
O    (1:80)   2m

15層  褐色土   (loYR4/4)
16層 黄褐色土  (loYR5/8)
17層  黒褐色上  (loYR3/2)
18層 黒褐色土  (loYR2/2)
19層 暗褐色土  (loYR4/3)

＞
　
【
０

標高734.2m
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床面積は19.8ぷ を計測し、壁残高は29。 5cmを測る。

カマドを中心とする主軸方位はN… 22° 一Wを指す。

ピットは 4個検出された。主柱穴はPl～ P4が、東西2.Orn南北3.2mの長方形に配されている。

P3・ P4は南壁に接して確認された。柱穴の規模は径40cm～ 50cm深 さは30cm～ 45cmを浪Iる 。Pl～

｀
｀
｀
くミ[二[lI瑾鰈鰈鰈鰈濶鰈

鱚
木
″

9

＼   18
第63図  H16号住居址出土遺物実測図

⑫ lノ′

/)サ

)と
一-11(く

((〔、   19
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0   (1:4)   locm

第64図  H16号住居址出土遺物実波1図

P4か ら は、径15cm～ 20

cmの柱痕が観察できた。

床面は堅く平坦である。

床下の掘り方には、暗褐

色上、黒褐色上が埋めら

れていた。掘り方は 0～

20cmを測り、床面中央が

浅く、壁にかけて四方が

深くなっている。

覆土は 5層に分層され

たカマドは北壁中央に設

置されていた。

面取り軽石 。安山岩をlAl~袖の芯材とし、粘土・黒褐色土で覆い構築されていた。火床には、2カ

所に長さ15cm・ 20cmの面取りされた軽石が支脚石として置かれていた。

出土遺物は、土師器不 。甕、須恵器蓋・不・甕、石器、鉄器が図示できた。 (第 63～66図 )

第63図 1は、宝珠形のつまみを持つ須恵器蓋で 1区 3層中から出土した。

2～ 4・ 6・ 8。 9は、回転糸切り未調整の底部を持つ須恵器不である。

3・ 7は、底部が回転糸切りの後回転ヘラケズリされる須恵器塔である。

ト トト]
|

(1:3)

第66図  H16号住居址出土遺物実測図

飩同
目同
副鱚
□o    (1:4)   locm

第65図  H16号住居址出土遺物実浪1図
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11・ 12は内面黒色研磨された土師器不であり、11に は高台が付く。11・ 12は墨書土器である。

文字は判読不明。

14～ 19は土師器甕で、14～ 16。 18の長胴甕、17の小形甕がある。台付甕もみられる。コの字状

口縁を呈し、最大径は胴部上半にある。

第64図 20・ 21は須恵器甕の底部である。

第65図は安山岩の磨石である。第66図は13.2cmを浪1る 刀子で、茎部の一部を欠く。

本住居址は、 9世紀後半に位置づけられよう。

(17)H17号住居址

本址はC地区つ 。て-35・ 36グ リッドから検出

された。

遺構確認面は、全体層序のⅢ層である。

本址付近は、全体層序 I層が浅く直接遺構面に

及んでおり、また、遺構も深くはなかったのであ

ろう、ほとんどが破壊されていた。東壁沿いの床

面が儀かに認められたのみである。南東隅にみら

れた落ち込み内の焼土は、カマドの火床であろう

か。東壁は4。 4mを波1る。付近から灰彩 。土師器

の小片がみられたが、遺物の出土はなかった。

1層 暗赤褐色上 (5YR3/3)
焼土。

2層 暗褐色土 (7.5YR3/3

標 高732.8m

9   (1:,80)   7m

第67図  H17号住居址実測図

蒻̈

(18)H18号住居址

本址はA地区の 。は-6・ 7グ リッドから検出された。遺構確認面は、全体層序のⅢ oV層

である。

住居址北側は、調査区域外に伸びる。

平面規模は東壁 (3。 70)m南壁3.70m西壁 (3.40)m、 平面形態は隅丸長方形を呈すると思わ

れる。壁残高は62.Ocmを 測り深い。



A層

1層 黒褐色土  (loYR2/3)
2層 黒褐色土  (loYR2/3)
3層 黒褐色土  (loYR2/3)
4層 黒褐色土  (5YR3/)

少量。

5層 黒褐色上  (10YR2/3)
6層 黒褐色土  (loYR2/3)

農道。

灰白色の軽石少量。

橙色・灰白色の軽石少量。

にぶい赤褐色の焼土プロック

橙色の軽石少量。

層

　

層

層

層

７

　

８

９

１０

暗褐色土  (loYR3/3) カマド構築上の崩れたもの。
黄褐色上。明黄褐色土プロック帯状に合む。

黒褐色土  (loYR2/3)柱痕。柔らかい。
褐色土  (loYR4/6)
黒褐色土  (loYR2/2)床下の埋め土。

標高733.lm
o   (1:80)   2m

第68図  H18号住居址実測図

覆土の状況からカマド

は北壁に存在する。カ

マドを中心とする主軸

方位はN-12° 一Wを

指す。

ピットは4個検出さ

れた。 Pl・ P2が 主柱

穴と考 えられる。Pl

とP2の柱穴間は1.2m

を測る。柱穴の規模は

東西径40cm南北径26cm

9 (1:3) ,Cm

H18号住居址
出土遺物実測図

∩
Ｈ
＝
∪
　
　
２

第70図  H18号住居址出土遺物実浪1図

深さ33cmを浪1る 。Plか らは東西径30cm南北径10cm、 P2か らは、東西径34cll南北径14cmの柱痕が

確認された。P3・ P4は床下精査の段階で、南厳中央直下に対で検出された。人口施設に関する

ピットであろう。

床面は全体に堅く平坦である。床下の掘り方は、10cm～ 30cmを浪Iる 。3カ所が深く掘られてる。



ノ17      。  (1:4) 10cm

第71図  H18号住居址出土遺物実測図

住居址中央から北側にかけた床面上に粘土を含む黄褐色土や明黄褐色上カマドがみられ、カマ

ドは調査区域外に存在すると考えられる。P2の北側に面取りされた凝灰岩が 5点みられた。 1

辺30cllを 測る大きなものもある。カマドの構材とみられる。

出土遺物は、土師器甕、須恵器郎・高台付不・甕、鉄器、石器が図示できた。 (第 71図 )

第71図 1は底部回転ヘラキリの土師器不で、 6層から出土した。 2は、底部回転糸切りをみせ、

6層から出土した須恵器不である。 3～ 7は、土師器長胴甕である。弱いくの字口縁の 3・ 4。

6・ 7、 僅かにコの字状に屈曲に屈曲する口縁の 5が ある。

第70図は、安山岩の磨石である。 1側辺に敲打痕がみられる。第71図は、用途不明鉄器である。

本住居址は、 9世紀前半に位置づけられよう。



(19)H19号住居址

本址は、C地区のつ 。て-32・ 33グ リッドから検出された。遺構確認面は、全体層序のⅢ

層である。

1層 暗褐色土  (7.5YR3/4)
2層 暗褐色土  (7.5YR3/4)
3層 暗褐色土  (10YR3/3)
4層 暗褐色土  (7.5YR3/4)
5層 暗褐色上  (10YR3/3)
6層 暗赤褐色土 (5YR3/2)
A' 7層 暗赤褐色土 (5YR5/8)
8層 極暗赤褐色土 (5YR2/3)
9層 黒褐色土  (7.5YR2/2)
10層  暗褐色土  (7.5YR3/4)

砂質土。

砂質土。

砂質土。

貼床。

焼土多量。

焼上 (焼け込み)。

焼土プロック少量。

床下の埋め土。

床下の埋め上。

標 高732.70m

o    (1:80)   2m

第72図  H19号住居址実浪1図

O    (1:4)   10cm

第73図  H19号住居址出土遺物実測図
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第74図  H19号住居址出土遺物

床下の掘り方には、黒褐色土と暗褐色

土が埋められていた。

掘り方は、 5 cm～ 30cmで、床面中央が

浅く壁にかけて閣方が深い。

覆土は 2層に分層された。南壁の中央

付近の床面は、新旧 2面が認められた。

カマドは東壁端に設置されていて、南

側の袖部は南壁にかかっている。ほとん

ど原形をとどめていない。僅かに焼上の

範囲で火床が窺えた。

出土遺物は、土師器甕、須恵器不、石

器が図示できた。 (第 73・ 74図 )

第73図 1は、底部回転ヘラキリの須恵

器不で 4区 1層出土。

2～ 3は、土師器長胴甕で口縁部が僅

かにコの字状をみせている。最大径は、

胴部上半部にある。

第74図は、軽石の磨石である。

本住居址は、 9世紀前半に位置づけら

れよう

平面規模は北壁3.67m東壁3.12m南壁3.50m西璧3.02

m、 平面形態は、隅丸長方形を呈する。床面積は19.8cm

を計測する。

壁残高は19.5cmを波Iる 。

カマドを中心とする主軸方位は、N-80° 一Eを指す

ピットは 5個が床下から検出された。柱穴と思われる

ピットは、確認されなかった。

標高734.lm
O    (1:80)    2 in

1層 黒褐色土   (5YR3/1)
2層 明黄褐色土  (10YR6/6)
3層 明赤褐色土  (5YR5/6) 焼土。
4層 にぶい褐色土 (7.5YR5/4)
5層 極暗褐色土  (7.5YR2/3)
5層 暗褐色土   (10YR3/3) 貼床。

第75図  H20号住居址実浪1図

実測図床面はカマド周辺を除き軟弱であった。顕著な貼床は、床面中央と北壁付近など部分的

にしか認められない。
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(20)H20号住居址

本址はB地区のえ。お-10。 11グ リッドから検出された。

ミ
【
[[]][][][]::::ζ藝憑曖曖朦

仄
縦

2

4

第76図  H20号住居址出土遺物実測図

遺構確認面は全体層序V層中である。本地点は、調査前に資材置き場に使用されていた時期が

あり、すでに深く攪乱されていた。付近はV層深くまで重機の爪痕が残っていた。

Pl～ P4を主柱穴とすれば、Pl・ P4間の焼土の堆積とその下部の落込みはカマドの残存部とい

える。各柱穴間は、Pl・ P2間は2.2m、 P3・ P4間は1.5m、 P2・ P3間は3.Om、 P4・ Pl間は3.1

mを計測し、Pl～ P4は不整の台形状に位置している。

床面は、かろうじてカマドの前面に暗褐色上の貼床が確認された

遺物はP5° P3の周辺から出土したが、本址に伴うのか積極的にはいえない。

出土遺物で図示したのは、土師器、須恵器杯 。甕であるが、他に土師器羽釜片、堅い焼成の土

師器甕片もある。

第76図 1は、堅い焼成の土師器であるが、甕の底部なのか、不なのか小片であり不明。

1は底部手持ちヘラケズリされる須恵器不である。

2は回転ヘラキリ後手持ちヘラケズリされる須恵器杯である。

4～ 6は須恵器甕である。



(21)H21号住居址

本址はC地区た 。ち-36・ 37グ リッドから検出され、遺構確認面は全体層序のⅢ・V層であ

る。

D23号土坑に北壁の西側部分を破壊されている。また、幅10cmほ どの長芋掘りの溝に住居址の

上部を壊されている。

平面規模は北壁3。 85m東壁3.98m南壁2.80m西壁4.03m、 平面形態は、隅丸長方形を呈する。

引
:祗

標 高 732.7m

o    (1:80)   2m

』ヽ

1層 暗褐色土   (10YR3/3)
2層 暗褐色土   (10YR3/4)
3層  にぶい黄橙色土(10YR 7/4)
4層 暗褐色土   (10YR3/3)
5層 暗褐色土   (10YR3/4)
7層 褐色土    (7.5YR4/4)
9層 褐色土    (10YR4/4)
12層 褐色土    (10YR4/4)
14層  明褐色土   (7.5YR5/8)
15層  暗褐色土   (10YR3/4)
16層 黒褐色土   (7.5YR3/2)

明黄褐色土の小プロック少量含む。

灰自色の粘土プロック多量に含む。

焼土粒子を多く含む粘土。

焼土粒子・灰自色の粘土プロックを多量に含む。

明黄褐色土の小プロック多量に合む。

明褐色上の小プロック多量。

地山の明褐色上が主。 ,

(7.5YR5/8)地山の明褐色上が主。

(10YR3/4)

(10YR2/3) 柱痕。柔らかい。

(10YR2/3)

6層  明褐色土
8層  暗褐色土
11層  黒褐色土
13層  黒褐色上

lll褐 色上の小プロック多量に含む。上面非常に堅 く初めの床面。

粘土多量。カマ ド構築上。

第77図  H21号住居址実濃1図
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第78図  H21号住居址出土遺物実測図

床面積は12.8cmを計浪1し、厳残高は1lcmを波1る。

カマドを中心とする主軸方位は、N-80° 一Eを指す。

ピットは 3個が検 LT4さ れた。床下からも4個が検出さ

れた。柱穴と思われるピットは、P8・ Pl・ P2・ P9で東

西1.6m、 南北3.2mの長方形に配されている。ただ、P8

・P9は床面下から確認されたピットである。

P3は東壁に接している。南北径92cm東西径82cm深 さ20

cmを汲1り 、覆土は地山の明褐色土を主とする6層と褐色

土層であった。

8層の貼床が部分的にも関わらず、15層の掘り方埋め

土の暗褐色土の上面が床面のごとく非常に締まっており、

全体に堅く平坦であった。床下の据り方は、0～ 10cmで

■●■,‐ 1ヽ■|:な議ご

亀 78

0   (1:4)  locm

θ 91io Ⅲ
第79図  H21号住居j■出土遺物実瀬1図

西側が深くなっている。 全体に及ぶ覆土は 1層で、カマド付近で粘上を含む 3層が認められた。

カマドと南西隅を除き、幅 5 cm～ 10cm深 さ5 cm～ 15clnの周溝が巡る。周溝内には径10cm～ 15cm

深さ5 cm～ 12cllの小ピットが 4個存在する。

カマドは東壁の南壁に近接した位置に設置されている。南側の袖部は南壁から50cmほ ど距離を

置く。原形をほとんどとどめていない。火床と煙道部に焼土が、両袖の基部に粘上がみられた。

南壁との間の床面上には、カマドの芯材であろう長辺40cmの安山岩が横たわっていた。

出土遺物は、土師器婉、須恵器郎、灰釉陶器、石器が図示できた。 (第 78。 79図 )

第78図 1は、底部回転糸切り未調整の須恵器不で床下から出土している。

2は釉が漬け掛けの東濃窯系の灰釉陶器婉で、底部切り離し手法不明。 3は底部回転糸切りの



東濃窯系の灰釉陶器婉である。

7は底部手持ちヘラケズリ、内面黒色研磨される土師器婉である。 5・ 6は土師器婉であろう

か、底部回転糸切り未調整である。 6は内面黒色研磨されている。 8は、土師器不か婉の小片で

判読不明の墨書が認められた。

本址は、 9世紀末葉に位置づけられよう。

(22)H22号住居址

本址は C地区つ 。て-38グ リッドから検出され、遺構確認面は全体層序のⅢ oV層である。

0    (1:40)    lm

ユ        Д

9    ЛT:£
m   ?m       

蒻多

'揚''多

彩多%多〃z

12層  暗褐色土   (7.5YR3/4)
14層  黄褐色土   (10YR5/6)
16層  暗褐色土   (10YR3/4) 周溝覆上。
18層  灰白色土   (7.5YR 8/1)粘 土。
19層  褐色上    (10YR4/6)黒褐色土と明黄褐色土プロック多量。
21層  暗赤褐色土  (5YR3/4)焼 土。
23層 暗褐色土  (7.5YR3/4)

1層 黒褐色土   (7.5YR2/2)
2層 黒褐色土   (10YR2/3)
c' 3層 にぶい黄褐色土(10YR4/3)灰 白色粘土プロックを少量。
4層 暗褐色土   (10YR3/4)粘土・焼土プロックを少量。
5層 黒褐色土   (10YR2/3)地山の明黄褐色土プロック

を多量に含む。

6層 にぶい黄褐色土(10YR4/3)
7層 明褐色土   (7.5YR5/8)
8層 褐色土    (7.5YR4/3)炭少量。
9層 褐色土    (10YR4/4) 灰。
10層 褐色土    (7.5YR4/4)
11層 黒褐色土   (7.5YR3/2)

13層 暗褐色上   (10YR3/4))
15層 黒褐色土   (10YR2/3) 灰。
17層 褐色土    (10YR4/6)

20層  褐色土    (10YR4/4) 堅い貼床。
22層  暗褐色土   (10YR3/4)
24層  褐色土    (7.5YR4/4)床 下の埋め土。

第80図  H22号住居址実測図
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幅10cl■ほどの長芋掘りの溝に住居址の上部を壊されている。

平面規模は北壁3.30m東壁3.77m南壁3.04m西壁3.20m、 平面形態は、隅丸正方形を呈する。

床面積は12.7cmを計浪Jし、壁残高は26.5cmを測る。カマドを中心とする主軸方位は、N-80° 一

Eを指す。

ピットは 6個が検出された。柱穴と思われるピットは、確認されなかった。カマド下から見つ

かったPレは南北径30clll東西径50cm深 さ30cmを浪1り 、暗赤褐色の焼土が多量にみられた。最上部

は褐色の堅い貼床が認められた。第図 2の土師器不が出土している。ピットとしたが、床面中央

からのP3・ P4は、深さは 5 cllで浅いものである。Plはカマドの北側から検出された。径30cmの

円形で深さは20cmを演1る 。第図 8の土師器碗が出土した。P2は、北東隅近くにあり、径50cmを

浪1る 円形の深く大きめのものである。径50cm深 さ56cmを浪Iる 。灰を間に上下に黄褐色土がみられ

たo P6はカマドの南脇に南壁に接している。下場の規模は、長辺70cm短辺40cmの 台形状を呈し

ている。深さは20cmを波1る 。ピットを縁取るように、高さ10cmほ どの粘土と明黄褐色土等でつく

られたマウンドが認められた。ここに蓋がなされ貯蔵穴として使用されたのであろうか。第図 1

の土師器不と7の緑釉陶器皿が出土した。

貼床はカマド火床下にしか認められず、全体的に床は軟弱であった。床下の掘り方は、部分的

で0～ 5 clnと浅い。覆土は4層に分層された。カマドと南壁東側を除き、幅10cm深 さ3 cm～ 6 cm

の周溝が巡る。カマドは東壁の南壁に近接した位置に設置されている。南側の袖部は南壁から40

Cmほ ど (P6が間にある)距離を置く。原形をほとんどとどめておらず、火床からP6に かけてカ

マド構材であろう多くの安山岩礫や面取り軽石が散乱していた。両袖の基部には粘土がみられた。

土師器甕 。土師器婉 。須恵器大甕など多くの土器が出土した。

出土遺物は、土師器坊 。塔 。甕、須恵器甕、灰彩陶器、鉄器、石器が図示できた。(第 81～84

図)

第81図 1～ 5は、土師器塔である。 1・ 2は底部回転糸切りで体部は丸みを帯び口唇部は短く

外反している。3の底部は回転糸切り未調整である。 5は、内面黒色研磨されている。

8。 11～ 13は土師器碗で、8の底部は回転糸切り後ロクロナデ、11～ 13の底部はロクロナデさ

れている。

6・ 7・ 9。 10・ 16は、灰釉陶器である。

6は東濃窯系の灰釉陶器皿で、北壁中央下周溝上からの出土である。底部回転ヘラケズリ釉は1

漬け掛けによる。

7は東濃窯系の灰釉陶器婉で、P2の北縁 2層下部出土片とカマド内出土片が接合。底部回転

ヘラケズリ釉は漬け・I・lけ による。東濃大原 2号窯期に比定されるという。

9は東濃窯系の灰釉陶器皿で、南壁中央中段からの出土。底部回転糸切り後回転ヘラケズリ釉
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第81図  H22号住居址出土遺物実測図

は漬け掛けによる。

10は東濃窯系の灰釉陶器婉で、 2区と3区出土片が接合。底部回転ヘラケズリ釉は漬け推卜けに
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。    (1:4)   10cm

第82図  H22号住居址出土遺物実測図
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よる。

16は東濃窯系の灰釉陶器皿で、北東隅の床面上から出上した。底部回転糸切り釉は漬け掛けに

よる。

17は東濃窯系の緑釉陶器皿で数力所に黄褐色と緑釉の薄いところが黄色とみえる。P6内出土

片とH23号住居址 2区覆± 2層出土片とが接合している。

14は、内外面黒色処理された土師器壺である。カマド内からの出土である。口縁部内外とも丁

寧なヘラミガキが横方向に、外面頸部から底部まで縦方向のヘラミガキが施されている。底部外

面は粗くヘラケズリされる。外面の成形および整形は実に丁寧で、かつ、ヘラミガキ調整も入念

にされているが、内面は口縁部をのぞき極めて雑な仕上げである。器形の成形は、円盤状の底部

を作り、胴部下半から上半までは幅1.5cmの粘土帯を輪積みで 4回積み重ね、口辺部を接合した

とみられる。なお、底部と胴部下半との接合は、改めて粘土を相互に上重ねしている。底部中央

はわざわざホゾ状の粘土塊を挿入するという仕上げをしている。

15は、堅い焼きのロクロ整形による土師器長胴甕である。

第81図 18・ 第82図 1・ 2は須恵器大甕である。第81図 18は 中央床面上出土した。第図 1はカマ

ド内とカマド付近からの出土片が接合した。第図 2は、カマド内出土の 3片と10m南西にあるD

o     (1 :4)    10cm

第83図 H22号住居址出土遺物実測図
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第84図  H22号住居址出土遺物実測図

18号土坑出上の 8片とが接合したものである。

第84図 1は、北東隅の床面 5 cll上 から出土した

短径箆被両丸造三角形式の鉄鏃で長さ9 cmを測る。

2は、現存長 9 cmを測る断面方形の用途不明の

鉄器である。P7内から出上した。

3は、長さ5。 8cm厚 さ0.3cmを測る。住居址中央

覆± 2層から出土した。

第83図 1は、安山岩の磨石で西南隅の床面から

出土した。

2は、P5の南縁の床面上から検出された安山

岩の鵜き臼で、中央に描り鉢状のくぼみがみられ、

さらに上下面に小さな多くのくぼみがみえる。

覆土中よリモモの炭化種子が出土している。

本址は、10世紀初頸に位置づけられよう。

(23)H23号住居址

本址は C地区と。な-38・ 39グ リッドから検出され、遺構確認面は全体層序のⅢ・V層であ

る。

平面規模は北壁3.88m東壁3.30m南蟻3.76m西壁3.10m、 平面形態は隅丸方形を呈する。床面

積は14.Oclllを計測し、購残高は37cmを測る。カマドを中心とする主軸方位は、Eを指す。

覆土は 5層に分層された。 2層は灰・焼土 。明黄褐色土のブロックを多く含み、炭化米が多量

に検出された。層序は 2層をのぞき自然堆積と考えられる。

ピットは4個が検出された。柱穴と思われるピットは、確認されなかった。

Plは北西隅から検出された。南北径110cm東西径72cm深 さ50cmを濃1り 、長方形を呈す。ピット

内覆土は、大部分を住居址覆± 4層の黒褐色土が占める。11層には、焼土ブロックが帯状にみら

れ、炭化米が少量出土した。12層も炭化米がみられた。

P3は南壁中央付近くにあり、南北90cm東西65cl■深さ50cmを測り、垂直に近く掘り込まれてい

る。ピット内/ru土は、大部分を16層の黒褐色土が占める。上面には14層の貼床が部分的に認めれ

た。炭化米が少量出上している。

P4は南西隅から検出された。上半部まで住居址覆± 4層の黒褐色土が見られた。

東壁の南と北端に床面からの高さ7 cm～ 10cmのテラス状になった部分がみられる。少し壁より
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標 高732.8m

9   (1180)   7m

1層 黒褐色土   (7.5YR2/2)
2層  黒褐色土   (7.5YR2/2)
3層  黒褐色上   (10YR2/3)
4層  黒褐色土   (10YR2/3)
5層  明褐灰色上  (7.5YR7/2)
6層  にぶい赤褐色土(5YR4/3)
7層 暗赤褐色土  (5YR3/4)
8層  褐色土    (7.5YR4/3)
9層  黒褐色土   (7.5YR3/2)
10層  黒褐色土   (10YR2/3)
11層 暗褐色土   (7.5YR3/3)
12層 褐色土    (7.5YR4/4)
14層 黄褐色土   (10YR5/6))
16層 黒褐色土   (10YR2/3)
18層 褐色土    (7.5YR4/4)

炭化米多 く合む。灰 。焼土 。明黄褐色土プロックを多量に含む。

堅い。明黄褐色上・黒褐色上の小プロック多量含む。

明黄褐色土プロック少量含む。

明褐灰色の粘上が主。

焼土。

焼土粒子多量に合む。

柔 らかい。炭化粒子多量に含む。

炭少量、焼土プロック帯状 (lcm)|こ含む。

柔 らかい。炭 (1～ 2 cm)少 量含む。

地山の明褐色土が主。堅い。貼床。

床下埋め土。

13層  暗褐色土  (10YR3/4)
15層 暗褐色土  (10YR3/4)
17層  暗褐色土  (10YR3/4)

第85図  H23号住居址実浪1図

はみ出しているが、プラン確認時に別遺構とは区別できない覆上の状況であった。

貼床がほぼ全体にみられ、床は堅く平坦である。床下の掘り方は、部分的で 0～ 15cmと 浅い。
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貼床下から検出されたP2は、周溝へと続く深さ10cmほ どの溝に繋がっている。西壁中央にも

住居址中央に向かって深さ12cmの溝があり、併せて住居間仕切りの存在が考えられる。

カマドを除き、幅20cm深さ3 cm～ 10cmの周溝が巡る。

カマドは東壁の南壁に近接した位置に設置されている。南側の袖部は南壁から1.Omほ どの距

離を置く。原形をほとんどとどめておらず、火床と僅かに北側の袖基部が残存していた。袖部に

は、粘土がみられ、また、火床の両側には小ピットが検出されており、これらから礫を芯材とし

て粘土などで覆って構築されたカマドを想定できよう。

出土遺物は、土師器婉・不、須恵器不、灰釉陶器、鉄器、石器が図示できた。 (第 86～88図 )

図示できなかったが、他に土師器の羽釜 。長月同甕 。内面黒色処理された碗・不、須恵器甕などの

イヽ片も出土している。

第87図 7・ 8は、底部回転糸切りの須恵器不である。

9～ 28は土師器不で、底部はすべてが回転糸切り未調整である。胎土は粗くザラザラした感じ

である。 9。 10。 14・ 15。 16・ 30は体部は丸みを帯びEIl唇部は短く外反している。17は内面黒色

研磨されている。28・ 29・ 30は墨書土器で29。 30には「令」の字が書かれている。14。 16・ 25は

床面下から、10はカマド、12は西壁中央下の床面上から出土している。

29。 31・ 32は土師器婉で、底部ロクロナデされている。

1～ 6は、灰釉陶器である。

1は東濃窯系の灰釉陶器婉で、 3区からの出土である。底部回転ヘラケズリ釉は漬け掛けによ

る。

2は東濃窯系の灰釉陶器婉で、 3層内出土。底部回転糸切り後回転ヘラケズリ釉は漬け掛けに

0   (1:4)   locm

第86図  H23号住居址出土遺物実測図
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第87図  H23号住居址出土遺物実測図
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よる。

3は東濃窯系の灰釉陶器坊で、彩は漬け掛けによる。

4は東濃窯系の灰釉陶器婉で、 5は低い高台を持ち、底部回転ヘラケズリ。東濃窯系灰釉陶器

婉である。

他に、東濃窯系の灰釉陶器長頸瓶、猿投窯系の灰彩陶器婉の小片がある。

第86図 1は、砂岩の砥石で Plの下部から出土 した。 2は、安山岩の磨石でカマ ドから出土 し

た。

第87図 1の鉄器は、「U」 字形の鋤鍬先で刃幅16cm全長18cmを計測する。北壁の東より直下床

面直上より検出された。

本址は、10世紀前半に位置づけられよう。
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第88図  H23号住居址出土遺物実測図

(24)H24号住居址

本址はC地区な 。に-41・ 42グ リッドから検出され、遺構確認面は全体層序のⅢ・V層であ

る。

平面規模は北壁3.88m東壁3.95m南壁4。 04m西壁4.Om、 平面形態は正方形を呈する。床面積

は16.2cmを計測し、壁残高は52cmを測る。カマドを中心とする主軸方位は、N-5° 一Wを指す。

住居l■覆土は 8層に分層され自然堆積状況を示す。
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３
一

標 高732.7m

o    (1:80)    2m

標 高732.7m

o   (1:40)   lm

1層 黒褐色土  (10YR2/3)地 山の明黄褐色土
プロックを多量、黒褐色土プロックを少量含む。

2層 黒褐色土  (loYR2/2)粘 質あり。
3層 暗褐色土  (10YR3/3)地 山の明黄褐色土・
粘土プロックを多量、炭化粒子少量含む

4層 黒褐色土  (10YR2/3)地 山の明黄褐色土の
小プロックを少量含む。

5層 黒褐色土  (10YR2/2)粘質。粒子細かい。
地山の明黄褐色上の小プロックを少量含む

6層 黒褐色土  (10YR2/3)地山の明黄褐色上の
小プロックを少量、粘土プロック多量に合む。

7層 黒褐色土  (10YR3/2)
8層 黒褐色土  (10YR2/3)
9層  赤褐色土  (5YR4/6) カマド壁体が崩れた
もの。焼土プロック多量。

10層 極暗褐色土  (7.5YR2/3)炭 を少量含む。
11層 褐色上   (7.5YR4/3)焼 土粒子多量に含む。
12層  明赤褐色土  (5YR5/8)焼 土。
13層  褐色上   (7.5YR4/3)炭 を少量、焼土粒子
多量に含む。

暗褐色土  (10YR3/4)粘±。
明黄褐色■  (10YR6/6) 地l Llの上が主。
黒褐色土  (10YR2/3) 明黄褐色土の少プロックを少量。
褐色土   (10YR4/4)柔 らかい。
褐色土   (7.5YR4/3)粘土と地山の上。
明赤褐色土 (5YR5/8) カマド壁体焼けたもの。
明赤褐色土 (5YR5/8)焼 土。
黒褐色上 (10YR2/2)。 明黄褐色土 (10YR6/8)・ にぶい黄橙色土 (10YR7/4)が 混じる。床下の埋め土。

第89図  H24号住居址実測図

ピットは床面においても床下からも確認されなかった。

貼床がみられず床は軟弱であったが、ほぼ平坦である。床下の掘り方は、床面中央付近は浅く

四壁に向けて段差をもって掘られている。掘り方の深さは中央で 5 cm、 壁寄りで20cmで あった。

周溝は認められない。

カマドは北醸の中央に設置されており、両袖および煙道の一部を残し壊れていた。西側の袖部

の状況で、安山岩礫を芯材として粘土を覆って構築されていたことがわかる。また、火床の下部

には 3小ピットが検出されており、支脚石を埋め込んだものと思われる。煙道部は東壁線上から

外側へ80cm長 く伸びている。

層

層

層

層

層

層

層

層
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出土遺物は、土師器甕、須恵器不 。高台付不が図示できた。 (第90図)図示できなかったが、

他に土師器の薄手の長月同甕 。内面黒色処理された不、須恵器甕
。大甕などの小片も出土している。

第90図 1・ 2は、底部回転糸切りの須恵器不である。 1は 1区、 2は 4区出土。

3は、底部回転ヘラケズリ後手持ちヘラケズリされる須恵器高台付不である。 4区出土。

4は、国縁部くの字を呈する土師器長胴甕である。

本址は、 9世紀初頭に位置づけられよう。

2

0    (1:4)   10Cm

(25)H25号住居址

本址はC地区ち。つ。て-40・ 41グ リッドから検出され、遺構確認面は全体層序のV層である。

F26号掘立柱建物址に西壁付近を破壊され、F27号掘立柱建物址の東側部分を壊している。

平面規模は北厳4。 18m東壁4.20m南壁4.00m西壁4.Om、 平面形態は隅丸台形を呈する。床面

積は18.3cmを 計測し、壁残高は45cmを測る。カマドを中心とする主軸方位は、N-5° 一Wを指

す。

住居址覆土は5層に分層され自然堆積状況を示す。

ピットは9個が検出された。住居址平面形態に沿って、主柱穴Pl～ P4が台形状に配されてい

る。Pl・ P3・ P4から径20cmの柱痕が認められた。南壁中央付近から検出された入口施設に関わ

るP5か らは、南壁上場に向けて斜めに傾いた径15cmの柱痕が確認された。

ヽ

第90図  H24号住居址出土遺物実測図

-72-



ヽ
ｍ

ml

1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層 黒褐色上 (10YR2/3)
プロック多量に含む。

3層 黒褐色土 (10YR3/2)
多量に含む。

4層 黒褐色土 (10YR2/3)
5層 黒褐色土 (7.5YR2/2)
6層 黒褐色土 (7.5YR3/2)
7層 黒褐色上 (7.5YR2/2)
8層 褐色土  (10YR4/6))
9層 黒褐色土 (10YR2/3)
10層  黒褐色土 (loYR3/3)
ク少量含む。

11層  黄橙色土 (10YR 8/6)
れたもの。

粘土・黒色土 。明黄褐色土の

粘土・灰 。焼土のプロックを

小プロックを少量含む。

明黄褐色土プロック少量含む。

明黄褐色土プロック多量に含む。

柱痕。柔 らかい。

柱痕。明黄褐色上の小プロッ

粘土が主。カマ ド構築上が崩

ｒ
一

12層  褐色土  (7.5YR4/4)焼土粒子多量に合む。
13層  黄橙色土 (7.5YR 7/8)焼 けた粘土。
14層  黄橙色上 (10YR 8/6)粘 土。カマド構築土。
15層  明赤褐色土 (5YR5/8)焼土 。
16層  暗褐色土 (10YR3/4) 柔らかい。土器を固定
17層  褐色土  (10YR2/3) 堅い。入口施設ピット内埋
め上。浅黄橙色土。明黄褐色土プロック多量に合む。

18層  褐色土  (10YR4/4) 柱六内埋め止。明黄褐色の
小プロック多量に合む。

19層  暗褐色土 (10YR6/6)柱穴内埋め土。明黄褐色の
小プロック多量に含む。

20層  暗褐色土 (10YR3/4)柱穴内埋め土。明黄褐色の
小プロック多量に合む。

21層  黒褐色土 (10YR2/3) 貼床。堅い。
22層  褐色土  (10YR4/4) 床下埋め土。明黄褐色土・
黒褐色土の小プロック少量含む。

23層  暗褐色土 (10YR3/3) 灰黄褐色土・浅黄橙色土を多
量に、明黄褐色土・黒褐色土の小プロックを少量含む。

24層  暗褐色上 (10YR3/4)柔らかい。カマド掘り方の理
め土。標 高732.760m

O     (1:80)     2111

第91図  H25号住居址実測図
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第92図  H25号住居址出土遺物実測図
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′′  25                   0    (1:4)   10cm

第93図  H25号住居址出上遺物実測図
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第94図  H25号住居址出土遺物実浪1図

一
-    3

2

E1            0 (1 : 3)5 cm

一

0
第95図  H25号住居址出土遺物実浪1図

床面は、貼床され全体に

堅く平坦であった。床下の

掘り方は、北側はカマド付

近を除き浅く、南側が深く

掘られている。掘り方の深

さはカマド付近で20cln、 中

央で 5 cm、 南倶1壁寄りで30

であった。

部分的に途切れる箇所が

あるが幅10～ 20cm深 さ10

～20cmの周溝が巡る。

カマドは北壁の中央に設置されており、両袖およ

び煙道の一部を残し壊れていた。西側の袖部の状況

で、安山岩礫を芯材として粘土を/ruって構築されて

いたことがわかる。また、カマド煙道部の掘り方に

は、煙道の傾斜など調整したのであろう暗褐色土が

埋められていた。カマドの東脇には、第93図 17の土

師器長胴甕と第94図 26の須恵器甕が据えられていた。

この 2点の土器は、その位置に固定し置いて使用さ

れていたと考えられる。貼床面および床下埋め土を

掘り込んで土器を置き、26の須恵器甕の下には低の

調整と安定を図るために、17の土師器甕の下半部の

周囲には安定させるために、柔らかい暗褐色土を充

填している。

出土遺物は、土師器不・甕、須恵器蓋・不・甕、

鉄器、石器が図示できた。 (第 92～97図 )

第92図 1・ 2は、皿状つまみを持ちかえりのある

須恵器蓋である。 3～ 5はつまみ部の形状は不明で
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あるが、かえりのない須恵器蓋である。

6。 7は須恵器塔で、 7の底部の調整は回転ヘラキリ未調整である。 7は 1区出土。

8～ 11は土師器不である。体部に放射状暗文が、底部内面にはラセン暗文がみられる畿内系暗

文土師器不である。 9は 1区、11は 4区床面下出土。



⑨
υ
(1l11,)2

0     (1 :4)     10cm

第96図  H25号住居址出土遺物実測図

土師器長胴甕は、器厚が厚く口縁部緩く外反し胴部直線的に底部へ続く17・ 18と、器厚が薄く

口縁部がくの字状に外反し胴部がいくぶん張るもの12・ 24な どがある。17はカマド東脇床面据え

付け、18はカマド内、12・ 19はカマド内出土。17内から炭化米 1粒が検出された。

土師器小形甕は、厚手で口縁部ごく短く外反する21、 胴部の丸みが強く丸底のもの13、 ロクロ

調整の25がある。20も厚手の小形甕である。21はカマド東脇26の須恵器甕の直上出土。

14は、底部にヘラ記号「×」がみえる須恵器長頸壼である。

16は、短径壺であろうか、平底で底部手持ちヘラケズリされる。

26は、丸底の須恵器甕である。17と 同じくカマド東に据え付けられていたもの。

第図1は、3.5cmほ ど折り曲げて先端に引っかけ部を設けている。断面は長方形で基部を欠く。

残存長23.5cm幅0,7cmを測る。用途不明。 2は、刀子の茎部であろう。3は径0。 2cmの細棒状の鉄

器である。両端を欠く。第96図 1・ 3は安山岩の磨石である。 1・ 3と もカマド西脇床面直上か

ら出土した。 2・ 4は軽石の磨石である。 2・ 4と もカマド前面の床面直上から出土。第98図は、

すべて安山岩である。P3の周辺 2カ所にまとまって出土した。編み物石であろう。

本址は、8世紀前葉に位置づけられよう。
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第97図  H25号住居址出土遺物実浪1図



(26)H26号住居址

本址は C地区せ 。そ-38・ 39グ リ

H27号住居址の西側を破壊している。

平面規模は、北壁推定4.50m、

東壁推定3.57m、 南壁4。 17m、

平面形態は、隅丸台形を呈する

と思われる。

床面積は、推定14.5mを計測

し、壁残高は12cmを測る。

カマドを中心とする主軸方位

は、S-85° 一Eを指す

ピットは、床下より2個が検

出された。いづれも5 cmの浅い

ものである。柱穴は、検出され

なかった。

覆土は、黒褐色± 1層がみられた。

堅い貼床はないが、 1・ 2層の黒褐色土

がほぼ床面全体にみられ、軟弱ではあるが

平坦な床面を形成している。

北東隅に 4点の安山岩礫と若干の焼土が

みられた。出土遺物も考慮するとこの位置

にカマドが設置されていたと推定できよう。

出土遺物は、土師器羽釜、灰釉陶器、鉄器、

石器が図示できた。 (第 99～ 101図 )

他に土師器不、須恵器不、灰釉陶器等の小片

が出土している。 1は、東濃窯系の灰釉陶器皿

で底部回転糸切り後周囲を回転ヘラケズリして

いる。

2は、土師器羽釜甕の底部であろう。胎土に

砂が多く堅い焼きである。小片の灰釉陶器片は、

本址は、10世紀前半に位置づけられようか。

ッドから検出された。遺構確認面は全体層序のV層である。

幅10cmの長芋掘りの溝に住居址床面下まで破壊されている。

標 高732.7m

O   (1:80)  2m

黒褐色土(loYR3/1) 明黄褐色上の小プロック少量含む。
黒褐色土(loYR2/3) 灰黄褐色の灰を含む。
黒褐色上(10YR2/3)

第98図  H26号住居址実測図

0    (1:4)   10cm

第99図  H26号住居址出土遺物実測図

11::::::::::::::ll

総
、

層

層

層

―
鶯餃蝙

l  o

第100図  H26号住居址出土遺物実測図    
°

猿投窯系の長頸壼である。   9(1:3),Cm
第101図  H26号住居址

出土遺物実測図
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(27)H27号住居址

本址は、C地区す 。せ 。-38・ 39グ リッドから検出された。遺構確認面は、全体層序のV層で

ある。H26号址に西側を破壊されている。幅10cmほ どの長芋掘りの溝に住居址床面下まで破壊さ

れている。北壁と東壁、南壁の一部は、調査区域外の農道下に伸びている。

旦 標 高732.7m

o   (1:80)   2m

1層 黒褐色土   (10YR3/1)柔 らかい。明黄褐色土の小プロック少量含む。
2層  褐色土    (10YR4/4)
3層 黒褐色土   (10YR3/1)貼 床。堅い。明黄褐色上の小プロック少量含む。
4層  黒褐色土   (10YR2/2)
5層 褐色土    (10YR4/4)明 黄褐色土・黒褐色土プロックを帯状に含む。
6層 暗褐色土   (7.5YR3/3)
7層 黒褐色土   (10YR2/3)柔らかい。
8層  にぶい黄褐色土(10YR5/4)明 黄褐色土の小プロック少量含む。
9層  黒褐色土   (10YR2/3)llB黄 褐色上の小プロック少量含む。

[::'5'磯 鰊
沃

｀

2

o    (1:4)   10cm

第103図  H27号住居址出土遺物実減1図

第102図  H27号住居址実浪1図

平面規模は、南壁検出部4.4m、 西壁3.70mを測り、これか

ら平面形態は、隅丸長方形を呈するとみられる。壁残高は12cm

を浪1る 。住居址長軸方位は、S-75° 一Eを指す。

ピットは、床面で 5個床面下から3個検出された。配置と形

状 。規模からPl・ P2が主柱穴の一部と思われる。Plは径20cln

深さ28cm、 P2は径20cm深 さ29cmを測る。床下から検出された

P4° P5の上面には、堅い貼床が認められた。

床面は、黒褐色土の貼床がみられ、ほぼ全体が堅く平坦で



あった。道路際のため覆土が、薄く検出面が床面の状況であった。

カマドは、調査が及んだ範囲からでは検出できなかった。

出土遺物は、灰釉陶器婉、須恵器不が図示できた。 (第 103図 )

1は、釉が漬け掛けされる東濃窯系の灰釉陶器婉である。

2は、須恵器不であるが底部器肉が厚く、体部上半はロクロヨコナデかとも思えるが、底部内

外面は、ナデ調整されている。手捏を思わせるものである。

他には、土師器羽釜 。内面黒色研磨不 。甕の小片が20点ほど出土しただけである。

以上の遺物で本址の時期は判明しないが、H26号住居址に破壊されていることから、10世紀前

半いぜんといえる。

(28)H28号住居址

本址はC地区て 。と-33・ 34グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序のⅢ・V層で

ある。

標 高732.8m

o    (1:40)    lm

第104図  H28号住居址カマド実測図
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標 高732.8m

o   (1:80)   2m

1層 褐色土  (7.5YR4/3)淡 黄色の軽石少量含む。       2層 褐色土  (7.5YR4/3)淡黄色の軽石多量に含む。
3層 黒褐色土 (7.5YR3/2)カ マドより灰白色の粘土多量に含む。 4層 褐色土  (7.5YR4/3)
5層 暗褐色土 (7.5YR3/3)灰自色の粘土多量に含む。      6層 橙色土  (7.5YR6/6)粘 上、焼土粒子多量に含む。
7層 黒褐色土 (5YR2/2) 粘質土。              8層  明赤褐色土 (5YR5/8) 焼上。
9層 暗褐色土 (10YR3/4)柱痕。柔らかい。         lo層 黒褐色土 (10YR3/3)貼床。堅い。粘質土。
11層  暗褐色土 (10YR3/4) 軽石・明黄褐色土プロック少量含む。 12層  暗褐色土 (10YR3/4)柱穴埋め土。柔らかい。
13層  黒褐色土 (10YR2/2) 堅い。軽石。明黄褐色上の小プロック少量含む。
14層  暗褐色土 (10YR3/4)灰・炭化粒子多量。         15層  褐色土  (10YR4/4) カマド構築土。粘上。
16層  褐色土  (7.5YR4/3) 床面下の埋め上。黄橙色土・明黄褐色上の小プロック多量に含む。

第105図  H28号住居址実測図

平面規模は、北壁3.61m東壁4.19m南壁3.42m西壁3.58mを測り、平面形態はほぼ隅丸方形を

呈する。床面積は14.9ぽ、壁残高は42.Omを測る。カマドを中心とする主軸方位は、N-23° 一

Wを指す。

住居址覆土は 3層に分層され、自然堆積状況を示す。

ピットは、床面から4個、床下から1個検出された。Pl～ P4の主柱穴は東西2.2m南北3.Om

の長方形に配置されている。径30～40cm深 さは20～56cmを浪Jる。Pl～ P4では、15～ 20cmの柱痕

が確認できた。 Pl・ P2は北壁の上場から掘り込まれている。

床面下から検出されたP5覆土内からは、炭化米が90粒出土した。

床面は粘質の黒褐色土を用いて貼床され、全体に堅く平坦であった。床下の掘り方には、地山

の黄橙色土 。明黄褐色土が埋められ、掘り方は住居東側が深く掘られている。
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第106図  H28号住居址出土遺物実測図

周溝が西壁、南壁 。東壁部分的にみられた。

カマドは北壁中央に設置されていた。袖部は、 2個の大きめの面取り軽石を南北に置き、その

上にさらに小さめの礫を乗せ、褐色の粘土で覆って構築されていた。煙道部には土師器長胴甕を

使用している。火床付近には、支脚石がふたつに折れて横たわっていた。

出土遺物は、須恵器不、土師器甕が図示できた。 (第 103図 )

1～ 3は、底部回転糸切り未調整の須恵器不である。 1は住居中央の 3層、 3はカマド内、 2

は、カマド内支脚石の下から出土した。

4は、底部回転ヘラケズリの須恵器高台付不で、カマド内から出土した。

5は、底部に刻書された土師器塔である。全体が不明だが「井」と読めようか。

6は、煙道部に設置されていた土師器長胴甕である。日縁部弱いコの字状を呈し、最大径は胴

部上半にある。

本址は、 9世紀中葉に位置づけられよう。

(29)H29号住居址

本址はC地区ぬ-39・ 40グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序のⅢ・V層である。

平面規模は、北壁2.45m東壁2.50m南壁2.16m西壁2.35mを 測り、平面形態隅丸正方形を呈す

る。床面積は6.5ぷ、壁残高は50.Ocmを 浪1る 。

カマドを中心とする主軸方位は、N-25° 一Wを指す。

住居址覆土は 6層に分層され、自然堆積状況を示す。



標高732.9m

O    (1:80)    2m

17層  灰褐色土  (7.5YR4/2)
18層 黒褐色土  (10YR2/3)

柔らかい。カマド構築土。

床下埋め土。明黄褐色上が主。

1層 黒褐色上

2層  黒褐色上

3層  黒褐色土

4層  黒褐色土

5層  黒褐色土

6層  黒褐色土
7層  黒褐色土

8層  黒褐色土

9層  黒褐色土

10層  黒褐色土
11層  にぶい赤褐色上

12層 赤褐色土
13層 黒褐色土

14層 黒褐色土
15層 明黄褐色土
16層  黒褐色土

(7.5YR2/2)カ マ ド構材の安山岩礫 lヶ 、

明黄褐色土・黒色土の小ブ

ロック多量に合む。

(7.5YR3/2)明 黄褐色土・黒色土の小ブ

ロック多量に含む。

(7.5YR2/2)明 黄褐色土・黒色上の小ブ

ロック多量に含む。

(10YR2/3)中 央床面上に焼土プロック

みられる。

(10YR3/3)明 黄褐色土・黒色土の小ブ

ロック多量に含む。

(10YR2/3)

(10YR2/2)に ぶい褐色の粘土プロック

多量。

(10YR2/3)に ぶい褐色の粘上プロック

少量。

(10YR3/3)明 黄褐色土・にぶい褐色の

粘上の小プロック多量。

(10YR2/3)に ぶい褐色の粘土多量。

(5YR5/4)粘 土・焼けた粘上の小プロ

ック多量に含む。

(5YR4/6)焼土と焼けた灰。
(10YR3/2)明 黄褐色上の小プロック少

量含む。

(10YR2/3)貼 床。堅い。

(loYR6/8)

(7.5YR2/2)粘 土。カマド構築土。

第107図  H29号住居llL実測図

D

標 高732.9m
O   (1:40)   lm

第108図 址カマド実測図

ピットは、床面から1個、床下から1個検出された。柱穴は認められなかった。Plは南壁中

央下から検出され、入口施設に関わるものだろうか。東西70cm南北30cm深 さ20cmを浪1る 。
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0    (1:4)   10cm

第109図  H29号住居址出土遺物実測図

第110図  H29号住居l■出土遺物実浪1図

床面は貼床され、全体に堅く平坦であった。床下の掘り方は、10～ 20cmで地山の明黄褐色土が

主に埋められている。

カマドは北壁中央に設置されていた。袖部・火床が北壁線上に深く入り込んだ形態のカマドで

ある。したがって、カマド掘り方は、方形に壁より外側に掘り込んでいる。東の袖部は、長さ30

cmの平たい安山着を垂直近く立てその上に面取り軽石を乗せ、褐色の粘土で覆って構築されてい

た。西側の袖にも芯材として面取り軽石が使われている。煙道部には土師器長胴甕を使用してい

る。火床の左右には、小ピットが 2個あり、支脚石が固定されていたことを窺わせる。

遺物は、土師器不 。高不 。長胴甕、須恵器不・甕の小片が出土している。

出土遺物は、土師器甕、須恵器不・甕、鉄器が図示できた。 (第 109。 110図 )

第109図 1は、底部回転糸切り未調整の須恵器杯である。カマド内・ 4区出土片が接合。

2は、広国の須恵器甕である。 3は、煙道部に使われていた土師器長胴甕で、日縁部僅かにコ

の字状をしている。

第110図は鉄鎌で南壁中央より出土した。刃先を僅かに欠く。基部に装着された柄の本質が残る。

本址は、 9世紀前葉に位置づけられよう。



(30)H30号住居址

本址は C地区せ 。そ-41・ 42グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序のV層である。

H31号住居址の東壁、F32号掘立柱建物址の北西部分、D30号土坑の南側部、M7号溝状遺構

を破壊している。

平面規模は、北壁4.03m東壁4.54m南壁4.62m西壁4.25mを測り、平面形態隅丸方形を最する。

床面積は20.4ぷ、壁残高は52.Ocmを 測る。カマドを中心とする主軸方位は、N-7° 一Wを指す。

住居址覆土は6層に分層され、自然堆積状況を示す。

ピットは床面から8個、床下から9個検出された。

|≧

黒褐色土   (10YR2/2)
明黄褐色土  (10YR6/8)
黒褐色止   (10YR3/3)
褐色土    (10YR4/6)
にぶい黄橙色土 (10YR6/4)

黒褐色上   (7.5YR4/3)
にぶい赤褐色上 (5YR4/3)標 高732.611a

O  (1:40)  lm

層

層

層

層

層

層

層

貼床。

カマ ド構築土。粘土。

カマ ド構築上。柔 らかい。

焼土粒子多量に合む。

第111図  H30号住居址カマド実浪1図

柱穴は 8個が考えられる。中央に東西2.Om南北1.8mの正方形にPl～ P4が配置され、南壁中

にはP6・ P8が2.Omの柱間をもって存在する。この 2個の柱穴は、Pl・ P4・ P8、 P2・ P3・ P6

は直線で結ばれる。さらに、Plと P2はやや南に寄っているが、この 2個の柱穴と北壁との間に

P5° P10がある。これら8個の柱穴が上屋を支えていたのであろうか。Pl～ P5° P8か ら径15

～20cmの柱痕が確認できた。
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標 高732.6in

o   (1:80)   2m

l層 黒褐色土 (10YR3/3)
2層 黒褐色土 (10YR2/3)
3層 黒褐色土 (loYR2/3)
4層 黒褐色土 (10YR2/3)粘 土・にぶい黄橙色土プロ

ック多量に含む。。

5層 黒褐色土 (10YR3/3)
ユ' 6層 褐色土  (10YR4/6)
7層  にぶい赤褐色土

(5YR4/4) 灰。
8層 黒褐色土 (10YR2/2)粘 土。灰プロック多量に合む。

12層  暗褐色土 (10YR3/4)明 黄褐色上の小プロック少
量含む。

13層  黒褐色土 (10YR3/3)明 黄褐色上の小プロック少
量含む。

14層  黒褐色土 (loYR3/2)柱 痕。柔らかい。

第112図  H30号住居址実汲1図
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26

o    (1:4)   locm

第114図  H30号住居址出土遺物実測図

P7は南壁下中央にあり、東西径40cm南北径30cm深 さ20cmを測り、入口施設に関するピットで

あろうか。

貼床は床下の掘り方がみられるPlの周辺やカマド前など部分的であったが、床面は全体に堅

く平坦であった。

東壁付近からP9にかけて周溝がみられた。

カマドは北壁中央やや東寄りに設置されていた。H29号住居址ほどでないが、袖部・火床が北

壁線上に入り込んだ形態のカマドである。したがって、カマド掘り方一部は、方形に璧より外倶1

に掘り込んでいる。両袖部は、長さ40cmの面取り軽石を垂直近く立てその上に小さめの面取り軽

石を乗せ、にぶい黄橙色の粘土と柔らかい黒褐色土で覆って構築されていた。火床上には数点の

カマド構材とみられる面取り軽石が散乱していた。長さ50cmの大きな凝灰岩は、カマド天丼部に

かけられた構材であろうか。火床の奥まったところには、小ピットが 3個あり、支脚石が固定さ

れていたことを窺わせる。かけられていた甕は複数であったのだろう。

出土遺物は、土師器不 。甕、須恵器蓋 。外・高台付塔・甕、長頸壺、鉄器、石器が図示できた。

(第 113～ 116図)遺物はこのほかにも、鉱澤 2点や土師器塔 。高不・長胴甕、須恵器不・甕 。長

頸壼の小片が多量に出土している。

第113図 1・ 2は、宝珠形のつまみをもった須恵器蓋である。 1の蓋はかえりを持たない。 1は



2      9 (1:3) ,Cm

第115図  H30号住居址出土遺物実浪1図

o    (1:4)   10cm

カマ ド西脇の 2層、 2は P9内 から

llll土。

3・ 5・ 6・ 8・ 7・ 10は底部回転

糸切り未調整の須恵器不である。 5が

P9、 10がカマド西脇 2層から出土。

6は、底部回転糸切り後手持ちヘラ

ケズリされる須恵器不である。

こ1`Δ 0

l10

第116図  H30号住居址出土遺物実測図

4・ 7は須恵器高台付不とみられる。

12～ 13は須恵器高台付不で、12・ 14は

底部回転ヘラケズリ、13は底部回転糸切りをみせている。12はカマド西脇 2層から出土。

15～17は内面黒色研磨される土師器不である。15は底部回転ヘラケズリ、16は底部手持ちヘラ

ケズリされる。16は、墨書土器であるが、判読が難しい。

18～25は土師器長胴甕である。いづれも胴部上半に最大径を持つ。18～ 21・ 22・ 25の回縁部は

強いコの字状を呈す。18・ 19。 22はカマド内出土、25はカマド内とP9出土片が接合している。

27は須恵器甕、26・ 29は須恵器長頸壼である。ほかに図示できなかったが、胴部径が70cmを超

える須恵器大甕の頸部から胴部下半部がカマド内より出土している。

28の土師器は内外面良く横方向にヘラミガキされ、内面は黒色研磨されている。

鉱滓 2点は 2・ 3区覆± 2層から出上している。

第116図 1は刀子で茎部を一部欠いている。残存長17.5cmで ある。2も 刃部を欠く刀子である。

茎部に本質が残っている。第115図 1・ 2は、安山岩の磨石でP6の東脇床面から出土している。

本址は、 9世紀中葉に位置づけられよう。



(31)H31号住居址

本址は C地区そ 。た-42・ 43グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序のV層である。

H30号住居址に東壁を壊され、F29号掘立柱建物址の北東部分を破壊している。

平面規模は、北壁推定4.47m東壁推定3.62m南壁4.47m西壁3.50mを 測り、平面形態は東西に

長い隅丸長方形を呈するとみられる。床面積は推定17.2r、 壁残高は31.Ocmを浪Iる。

カマドを中心とする主軸方位は、N-5° 一Wを指す。 住居址覆土は 8層に分層され、自然

堆積状況を示す。

ピットは床面から3個、床下から4個検出された。

柱穴は、東壁に平行なPl,P2が検出されたが、対応する西側 2個が確認できなかった。Pl・

P2間は2.4mを浪Iる。規模はPlが径40cm深 さ60cm、 P2が径30cm深 さ50cmを浪1る 。Plか ら径20cm

の柱痕が確認できた。

床面上から検出されたP3、 床面下精査中に確認されたP4は南壁下中央に対の位置にあり、入

回施設に関するピットとみられる。この 2個のビットの北にも床面下から対でP5° P6がみつ

かった。人口施設の1日 ピットであろうか。

貼床が全面に及んでいて、床面は堅く平坦であった。床下の掘り方は、まったくされていない

箇所もある。

P3付近から西壁中央付近まで幅 5 cm深 さ5 cmの 溝がみられた。溝中央から壁下まで40cmの幅

があり、間仕切りの存在が考えられる。

カマドは北壁中央に設置されていた。H29号住居址と同様に、袖部・火床が北壁線上に入り込

んだ形態のカマドである。したがって、カマド掘り方一部は、壁より方形に外側に掘り込んでい

図
址
測
居
実
住
物

″́作Ｓ
　ｓ　鵬疇

一

図第

口
□

1

o    (1:4)   10Cm

第117図  H31号住居址出土遺物実測図
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標 高732.6m

o     (1:80)     2 ill

1層 黒褐色土   (7.5YR3/2)
2層 黒褐色土   (7.5YR2/2)
3層 黒褐色土   (7.5YR3/2)
4層 黒褐色土   (7.5YR3/2)
5層 黒褐色土   (7.5YR3/2)
6層 黒褐色土   (7.5YR3/2)
8層 暗褐色土   (10YR3/4)
10層  にぶい赤褐色土 (5YR4/3)
12層  黒褐色土   (10YR2/3)
14層 極暗赤褐色上 (5YR2/3)

16層  黒褐色土   (5YR2/1)
18層  暗褐色土   (10YR3/4)
20層  褐色土    (10YR4/6)

明黄褐色上の小プロック多量に合む。

カマ ド寄 りに粘土プロックを少量含む。

明黄褐色上の小プロック多量に合む。

明黄褐色土の小プロック少量含む。

7層

明黄褐色上の小プロック少量含む。 9層
焼けた壁体のプロック多量。    11層

13層

焼土・粘土プロックを含む。    15層

黒褐色土  (10YR2/3)
暗褐色土  (7.5YR2/2)

赤褐色土  (5YR4/8)
黒褐色土  (10YR2/3)
極暗赤褐色土 (5YR2/3)

黒褐色土  (10YR2/3)
黄褐色土  (10YR5/6)

標 高732.6m

9  (1:,40)  lm
粘土プロック少量合む。

粘上が主。焼土プロック少量含む。

灰が主。

llL床。堅い。

柔 らかい。

柱痕。柔 らかい。

明黄褐色上の小プロック多量に含む。

粘土。

柱痕。柔 らかい。

明黄褐色土が主。

17層

19層

第119図  H31号住層址実浪1図
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第120図  H31号住居址出土遺物実測図

9 (114) 10cm

る。東袖部は、長さ30cm厚さ15cmの面取り軽石を立て、その上に小さめの面取り軽石と安山岩礫

を乗せ、黒褐色の粘土と柔らかい極暗赤褐色土で覆って構築されていた。火床上には数点のカマ

ド構材とみられる面取り軽石や安山岩礫が散乱していた。火床の左右には、小ピットが 2個あり、

支脚石が固定されていたことを窺わせる。かけられていた甕は複数であったのだろう。煙道部に

は土師器長月同甕が用いられている。煙道部はいくぶん西へ曲がって80cmほ ど長く伸びる。

出土遺物は、土師器不 。塊・甕、須恵器蓋 。杯、石器が図示できた。 (第 117・ 118。 120図)遺

物はこのほかにも、土師器内面黒色研磨不 。長胴甕、須恵器蓋・不・甕の小片が多量に出土して

いる。

第120図 1は、宝珠形のつまみをもった須恵器蓋である。

2・ 3は、底部回転糸切りの須恵器不で、 2は 2度繰り返して行っている。その後縁を回転ヘ

ラケズリしている。いづれも2区出土。

4は、土師器婉で内面黒色研磨される。底部は高台貼付後回転ナデ調整。覆土上部出土。

土師器杯では、内面黒色研磨され、底部手持ちヘラケズリされるものもある。

-93-



6～ 8は、上師器長月同甕である。いづれも胴部上半に最大径を持つ。日縁部は弱いコの字状を

呈す。 6・ 7は 2区床下出土。

9は、カマド煙道部に使われていた土師器長胴甕である。明らかに6～ 8の甕とは異なったも

ので、胴上半部はロクロ整形され下半にかけては縦に長くヘラケズリされる。

第117図は、砂岩の砥石でPlの北脇 5層から出土している。

第118図の鉄器は、P5の上層 3層から出土。

本址は、 9世紀中葉に位置づけられよう。

(32)H32号住居址

本址はC地区と。な-44・ 45グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序のV層である。

平面規模は、ヨL壁推定3.76m東壁3.74m南壁3.72m西壁3.70mを波1り 、平面形態は隅丸正方形

を呈する。床面積は16.2ぽ 、壁残高は42.Ocmを 浪1る。

カマドを中心とする主軸方位は、N-20° 一Wを指す。住居址覆土は4層に分層され、自然堆

くヽ

積状況を示す。

ピットは床面から4個が

検出された。Pl～ P4の

主柱穴は東西2.Om南 北

2.7mの長方形に配置さ

れている。 Pl・ P2は、

方形を呈 し、深 さはPl

が40cm、  P2が 60cm、  P3

・P4が50cmを 測 る。 Pl

～P3で は、25cmの 柱痕

確認できた。Pl・ P2は

H28号住居址と同様に北

壁の上場から掘り込まれ

ている。貼床が全面に及

んでいて、床面は堅く平

坦であった。

θ ②
θ

α
一

Ｇ
一

第121図  H32号住居址カマド実測図
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8層 赤褐色土 (5YR4/6) 熱で赤変した灰が主。          9層
10層 暗褐色土 (10YR3/4)                  11層
12層 黒褐色土 (7.5YR2/2)粒子細かく粘性強い。
13層 暗褐色土 (10YR3/4)明黄褐色土の小プロック多量に含む。柔らかい。
14層 褐色土  (10YR4/4)焼土粒子多量に合む。柔らかい。     15層
16層 暗褐色土 (7.5YR3/4)明黄褐色上の小プロック多量に含む。  17層
18層 黒褐色上 (10YR2/3)貝占床。堅い。             19層
20層  黒褐色土 (7.5YR2/2)堅い。明黄褐色土の小プロック少量。  21層
22層 黒色土  (7.5YR2/1)柔らかい。明黄褐色上の小プロック少量。23層

標 高732.7m

(1:80) 2m

1層 黒褐色土 (7.5YR2/2
2層 黒褐色土 (7.5YR2/2)
小プロック少量含む。

3層 黒褐色土 (7.5YR2/2)
小プロック少量含む。

4層 黒褐色土 (loYR2/3)
5層 黒褐色土 (loYR2/3)焼 土プロック
少量含む。

6層 黒褐色土 (7.5YR2/2)粘 土 と焼土
プロック含む。

7層 褐色土  (10YR4/6)明黄褐色土
が主。粘上少量含む。

赤褐色土 (5YR5/8)焼土。
黒褐色土 (7.5YR2/2)柱 痕。柔らかい。

黒褐色土 (10YR2/3)

明褐色土 (7.5YR5/8)

明褐色土 (7.5YR5/6)橙 色土が主。

黒褐色土 (7.5YR2/2)堅 い。暗褐色土・橙色上のプロック多量。

黒褐色土 (7.5YR2/2)暗 褐色土・橙色土の小プロック多量。

明黄褐色土の

明黄褐色上の

第122図  H32号住居址実測図

床下の掘り方は、ほぼ全面におよんでいるが、主柱穴で囲まれた内側が特に深く他とは30cmほ ど

の明確な段差がみられた。住居の拡張ではないと思われる。

カマドは北壁中央に設置されていた。H29号・H31号住居址と同様に、袖部・火床が北壁線上

に入り込んだ形態のカマドである。したがって、カマド掘り方一部は、壁より方形に外側に掘り

込んでいる。両袖部は、中心に長さ30cm厚 さ15cmの面取り軽石を立て、その上に小さめの面取り

軽石と安山岩礫を乗せ、袖部の芯としていた。袖部の奥は二重に礫が置かれその上に強いさめの

礫が乗せられている。すでに覆っていた構築土はみられなかった。火床奥の左右には、小ピット

-95-
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第123図  H32号住居址出土遺物実浪1図
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が 2個あり、支脚石が固定されていたことを窺わせる。かけられていた甕は複数であったのだろ

う。煙道部入口も面取り軽石を主とした礫が芯材となっている。

カマドと北壁の一部を除き、深さ約 5 cmの周溝が巡る。

出土遺物は、土師器不 。婉・甕、須恵器蓋・不、石器が図示できた。 (第 123～ 125図)遺物は

このほかにも、灰釉陶器、さらに、土師器、須恵器が多量にみられ、鉱滓も1点出上している。

第123図 1は、宝珠形のつまみをもった須再器蓋である。

2～ 4は、底部回転糸切りの須恵器不で、 2・ 3は カマド内から出上している。

5～ 9は、須恵器高台付塔で法量の大きなもの (5～ 7)、 小形のもの (8・ 9)がある。 5

～7は、底部回転糸切り後回転ヘラケズリされる。

10～ 15。 17は、土師器不で内面黒色研磨される。10・ 11・ 14は内外面が黒色処理されている。

9 (114) 10cm

10・ 11・ 14の底部は回転ヘラケズリ、12は回転糸

切り未調整である。17は小形のもので底部回転糸切

り未調整である。10。 11・ 13・ 14がカマド内、12が

カマド東脇床面から出上している。15は、「六」と

書かれる墨書土器で、底部手持ちヘラケズリ、内面

黒色研磨される土師器不である。

-97-

第124図  H32号住居址出土遺物実測図

0   2

(1 : 3)

-1-

5 cm

第125図  H32号住居址出土遺物実測図



16は、内面黒色研磨される土師器坊で、底部回転ヘラケズリされる。

18～ 21は、土師器長月同甕である。いづれも胴部上半に最大径を持つ。口縁部はいコの字状を最

す。18はカマド内、20は Plか ら出上した。

第124図 3は、土師器小形甕である。コの字状の口縁部を持ち、胴部上半に最大径がある。Pl

から出土した。

第124図 1は須恵器大甕、カマド内出土。 2は須恵器長頸壺、カマド内出土。

第125図 1～ 3は、棒状の鉄器である。 1の基部には本質が見える。

灰釉陶器は小片ではあるが、猿投窯系の長頸瓶、東濃窯系の婉がある。

本址は、 9世紀後半に位置づけられよう。

(33)H33号住居址

本址はC地区そ 。た-40～ 42グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序のV層である。

D32号土坑 。M8号溝状遺構を破壊する

ｒ
一

Ｅ
一

〓く

平面規模は、北壁4.40m

東壁4.93m南壁4.44m西

壁 5。 27mを測り、平面形

態は隅丸正方形を呈す。

床面積は26.1ぽ、壁残

高は61cmを測る。

カマドを中心とする主

軸方位は、N-23° 一W

を指す。住居址覆土は、

6層に分層され、自然堆

積状況を示す。

ピットは床面から4個

検出された。Pl～ P4の

主柱穴は東西2.8m南北

3mの長方形に配置され

ている。深 さはPlが 55

Cm P2が 67cm、  P3が 50cm、

標 高732.7m

o   (1:40)

第126図  H33号住居址カマド実測図
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1層 暗褐色土   (10YR3/3)
炭粒子少量。

2層  黒褐色土   (10YR2/3)
黄褐色土・黒褐色上のプロ

ック多量。粘土プロック・

炭少量。カマ ド構築材の焼

けた凝灰岩片・面取 り軽石

片。上器の出土多い。人為

的堆積の可能性強い。

3層 暗褐色土   (10YR3/4)
黒褐色土の帯状プロック・

炭少量含む。上器多く合む。

4層  暗褐色土   (10YR3/4)
炭少量含む。

5層  黒  褐色土 (10YR2/3)
黒褐色土の小プロック少量。

6層  黒褐色土   (10YR3/1)
7層 黒褐色土   (10YR2/3)
明黄褐色上のプロック多量。

8層  暗褐色土   (10YR3/4)
粘土・焼土・明黄褐色土・

黒褐色土の小プロック多量

9層 黒褐色土   (7.5YR3/2)
カマ ド構築上が崩れた橙色

粘土・灰

10層  暗赤褐色土  (5YR3/2)
焼けた粘上塊・焼土プロッ

ク多量煮含む。

11層  黄橙色土  (7.5YR 7/8)灰 が主。焼土粒子多量。
12層  暗褐色土  (7.5YR3/3)粘 質強い。
13層  赤褐色土  (5YR4/8) 焼土。
14層  明赤褐色土  (5YR5/8) 焼土。
15層  褐色土   (7,5 YR4/4)焼土小プロック多量。
粘土プロック多量に合む。

16層  暗赤褐色土  (5YR3/3) 粘土。カマド構築土。
17層  暗褐色土  (10YR3/4)柱痕。柔らかい。
18層  黒褐色土  (10YR2/3)貼 床。堅い。明黄褐色
上の小プロック多量。

19層  褐色上   (10YR4/6)柱 穴埋め上。柔らかい。
20層 褐色土   (10YR4/4)柱 穴埋め土。堅い。明
黄褐色土・暗褐色土が混じる。

21層 暗褐色土  (10YR3/3)床下埋め上。

標 高732.7 nl

o   (1:80)    2m

第127図  H33号住居址実測図

P4が70cmを測る。Pl～ P4で は、20clnの柱痕が確認できた。 P5° P6は、南壁の中央下床面下精

査中、対で検出された。入口施設に関するピットと思われる。P5の深さ40cm、 P6の深さ36cmを

浪1る 。貼床下から検出されたP8～ P13は、配置状況・規模から古い柱穴とみられ 2度ほど柱の

立て替えが行われたものと考えられる。

fデキ覧。 (C)PH
(更 千ヽち10(cP7(銀

4

1/｀)、 _ノミ、1
、`く)[[]C:/Ъ 6
P5｀ _― ――多
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第128図  H33号住居址出土遺物実浪1図

~|~ 7   1~8

(1 : 3)         locm

GD5

0   (1:4)   locm

貼床が全面に及んでいて、床面は堅

く平坦であった。床下の掘り方は、ほ

ぼ全面におよんでいるが、南側が浅い。

約 5 cmの深さの周溝が、途切れる部

はあるがほぼ金面に及んでいる。

カマドは北壁中央に設置されていた。

両袖部は、中心に長さ30cm厚 さ15clnの

面取り軽石を立て、その上に小さめの

面取り軽石と安山岩礫を乗せ、袖部の

ど
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第129図  H33号住居址出土遺物実浪1図

芯とし粘土覆っていた。北西隅には、 5点の面取り軽石が散舌Lしていたが、これらもカマドの構

築材であろう。火床には、小ピットが 2個あり、支脚石が固定されていたことを窺わせる。かけ

られていた甕は複数であったのだろう。

煙道部には、土師器長胴甕が使用されていた。日縁部を下にして次々と連結して住居址外へと

導いている。 3個体が設置されていた。

出土遺物は、土師器不・婉・甕、須恵器蓋 。不、鉄器、石器が図示できた。 (第 128～ 116図 )

遺物はこのほかにも、灰釉陶器、さらに、土師器、須恵器が多量にみられ、鉱滓 1点や炭化種子
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第130図  H33号住居址出土遺物実測図
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第131図  H33号住居址出土遺物実測図
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P (l:1) |ロ

第133図  H33号住居址
出土遺物実測図

o    (1:4)   lo cm

も1点出土している。

第130図 1～ 3は、須恵器蓋である。 1は、かえりのない蓋でつまみを

欠損する。 2は、小さめの皿状つまみを有する。 3は、宝珠形のつまみを

もった須恵器蓋である

4～ 17は須恵器不で、 4・ 6～ 17は底部回転糸切り未調整、 5は回転糸

切り後縁を回転ヘラケズリされる。 3・ 4区の 3層から多くl■l土した。

18～ 22は、須恵器高台付不で法量の大きなもの (18・ 21・ 22)、 小形の

もの20がある。18。 19は、底部回転ヘラケズリされる。18は、カマド西脇

床面直上、19は、Pl付近東壁下床面直上から出土した。

第130図 23、 第131図 1～ 5、 第132図 1・ 2は、土師器長胴甕である。

第132図  H33号住居址出土遺物実預1図
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1は、コの字状の口縁部を持つ。 2～ 5は、回縁部僅かにコの字状に屈曲する。いづれも最大

径は、胴部上半と口縁部がほぼ等しい。 3・ 4は、カマド煙道に使われていた。 1は、床面直上

のPl付近とカマド西脇出土片が接合した。 2は、Pl西脇付近床面直上出土。

6は、ロクロ整形される土師器小形甕である。北西隅床面からの出上である。

第132図 3は、広国の須恵器甕、 5は須恵器甕底部である。 4は、須恵器長頸壼である。

鉄器は、第129図に示した。 1・ 2は刀子である。 1は刃部を欠く。 2は刃部と茎部の基部を

欠く。 4～ 8は、径0.2～ 0.3cmの棒状鉄製品で用途不明である。 6～ 8は P2南側の縁より出土。

5は、P6上から、 4はカマド前の 2層中から出土した。 3は、板状の不明鉄器でPl西脇の床面

上から出土。第128図 1・ 2は、磨石である。 1は軽石で、 3区 3層から出土。 2は安山岩で 4

区 3層出土。 3は砂岩の砥石で、 1区床下から出上している。 4・ 5は、軽石の紡錘車で 1区 3

層出土。第133図は、安山岩の有茎の石鏃である。

本址は、 9世紀前葉から9世紀中葉に位置づけられよう。

(34)H34号住居址

本址はC地区つ 。て-45～ 46グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序のV層である。

D27号土坑に北東隅を破壊される。

平面規模は、北壁4.20m東壁3.92m南壁4.20m西壁4.20mを測り、平面形態は隅丸正方形を呈

する。床面積は19.5ぽ、壁残高は31cmを波Iる 。

カマドを中心とする主軸方位は、N-3° 一Wを指す。住居址覆土は 8層に分層され、自然堆

積状況を示す。南側に一部耕作時であろうか、床面に達しない攪乱がみられた。

ビットは9個検出された。主柱穴のP5° P6・ P7・ P8が東西3.Om南北2.4mの長方形に配置さ

れている。P7・ P8か、床面精査時には、明確に確認できず、床下精査中に検出された。P5° P6

には径20cmの柱痕が確認できた。深さはP5が 50cm、 P6が 55cm、 P7が 70cm、 P8が80cmを測る。

柱穴と考えられるPl・ P2・ P3・ P4が東西3.Om南北2.4mの長方形に配置されている。柱穴間

は、P5～ P8と数字的には一致する。このことから、この組み合わせの4個の柱穴は、柱穴の位

置からして住居規模の拡張前の旧い主柱穴だったといえよう。カマド西脇から検出されたP9は

径50cm深 さ30cmを浪1る 。

貼床が全面に及んでいて、床面は堅く平坦であった。床下の掘り方は、中央が浅いか掘られて

おらず、柱穴付近から壁際が深くなる。幅10～20cm深 さ10～ 15cmの周溝が、カマドおよびカマド

西側を除き巡っている。

カマドは北壁中央に設置されていた。両袖の一部と煙道部が僅かに残る。袖部と煙道部には、
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1層 黒褐色土  (7.5YR2/2)黄 橙色
土の大プロック多量に含む。

2層 黒褐色土  (7.5YR3/2)黄 橙色
土の大プロック多量に合む。

3層 黒褐色土  (7.5YR3/1)明 黄褐
色土の小プロック多量。

4層 黒色土   (7.5YR3/1)明 黄褐
色上の小プロック少量。

5層 橙色上   (7.5YR 7/6)カ マド
構築上の焼けたプロック多量。

6層  にぶい赤褐色土 (5YR4/4)粘 土。
カマド構築土の焼けたプロックが

主。

7層 暗褐色土  (10YR3/4)
8層 黒色土   (7.5YR2/1)粒 子細
かく粘性有り。

9層

10層

11層

12層

橙色土

黄橙色土

築土。粘上。

暗褐色土

黒褐色土

らかい。

(5YR6/8)焼土・灰

(10YR 8/6)カ マド構

(10YR3/4)

(10YR2/2)柱 痕。柔

13層 暗褐色土  (10YR3/4)1占床。
明黄褐色土のプロック多量

14層  明赤褐色土 (7,5 YR5/6)
15層 褐色土   (7,5 YR5/6)明黄褐
色上が主。柱痕。

16層  黒色土   (7.5YR2/1)明 黄褐
色上のプロック多量。

17層  暗褐色土  (10YR3/4)明黄褐
色上のプロック多量。

18層  明黄褐色土 (10YR 6/8)明 黄褐
色土が主。

19層 極暗褐色土 (7.5YR3/4)明 黄褐
色土プロック多量。

20層  暗褐色土  (10YR3/4)床下のjT_
め上。明黄褐色土・黒褐色土のブ

ロック多量。

標 高732.4m

o   (1:80)   2m

図第134図  H34号住居址出土遺物実測

構築上である粘土が張られていた。東袖部には粘上で覆われた面取り軽石がみられた。安山岩礫

を乗せ、袖部の芯とし粘上で覆っていた。カマド脇から北東隅には、 5点の面取り軽石が散乱し

ていたが、これらもカマドの構築材であろう。火床には、小ピットが 2個あり、支脚石が固定さ

れていたことを窺わせる。かけられていた甕は複数であったのだろう。
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0    (1:4)   10cm

第136図  H34号住居址出土遺物実測図

出土遺物は、土師器不 。甕、須恵器不 。高台付不 。長頸壼・甕が図示できた。(第 135。 136図 )

第135図 1～ 3は須恵器不で、 1は底部手持ちヘラケズリされる。 3は、静止糸切り後手持ち

ヘラケズリされる。 1は北東隅床面直上。 3はカマド前 4層出上。 4は、底部回転ヘラケズリさ

れる須恵器高台付郎である。P5東脇床面直上出土。 5は底部丸底で半球状を呈し、内面黒色研

磨される土師器不で、内面ヘラミガキ外面ヘラケズリ後一部ヘラミガキされる。

第135図 6～ 11・ 第136図 12は、口縁部くの字状を呈する土師器長胴甕である。最大径は、口縁

部にある。

6はカマド内と2区出土片、 7はカマド内と2区 。4区出土片が接合した。 8はカマド内とカ

マド前床面直上 。1区 。2区出土片が接合、 9は 2区出土。10は Pl北縁と1区出土片が接合、

11は 1・ 2区出土片が接合した。12は P2西脇床面出土。第136図 13は須恵器長頸壼、 1区出土。

14は須恵器甕で、P5西側の床面直上出土。

本址は、 8世紀前半に位置づけられる。

(35)H35号住居址

本址はC地区て 。と-48～ 49グ リッドから検出された。遺構確認面は全体層序のV層である。

西側半分は調査区域外にある。平面規模は東壁3.3mを測り、平面形態は隅丸を呈する。壁残

高は30cmを測る。カマドを中心とする主軸方位は、N-78° 一Eを指す。住居址覆土は 2層に分

層され、自然堆積状況を示す。ピットは検出されない。貼床が全面に及んでいて、床面は堅く平
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坦であった。床下の掘り方は、認められない。

カマドは東壁の南よりに設置されていた。両袖の一部と煙道部が僅かに残る。両袖奥部には粘

土で覆われた面取り軽石がみられた。凝灰岩を乗せ、袖部の芯とし粘土で覆っていた。火床上に

長さ35cm幅20cm厚 さ5 cmの凝灰岩がみられた。カマド天丼部にかけられたのであろう。他にもカ

マド付近には、10点余の面取り軽石 。凝灰岩・安山岩が散舌Lしていたが、これらもカマドの構築

材であろう。

幅10cm～ 20cm深さ2～ 5 cmの周溝がカマド部分を除き認められた。

出土遺物は、土師器不・婉・甕、灰釉陶器、石器が図示できた。 (第 138・ 139図 )
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標 高732.7 in

o    (1:80)   2m

l層 黒褐色土   (10YR2/3)明 黄褐色土・暗褐色上の小プロック
少量含む。

標 高732.7 1an

(1 :40)

2層 黒褐色土
3層  にぶい赤褐色土
4層 暗赤褐色土
5層 黒褐色土
7層  褐色土
9層  黒褐色土

多

(10YR2/2)1占 床。明黄褐色上プロック多量に含む。 10層 明赤褐色土

第137図  H35号住居址実濃1図

第138図 1は、彩が漬け掛けされる東濃窯系の灰釉陶器婉である。

12は、緑釉陶器婉で、猿投窯系のものである。

2～ 7は内面黒色研磨される土師器不で、 2～ 4・ 6。 7は底部回転糸切、 5は底部手持ちヘ

ラケズリされる。

8～ 10は土師器婉で、11は内面黒色研磨される。 8・ 9の底部は回転ヘラケズリ、10。 11の底

(5YR2/1)炭・灰 (炭化米出土)
(7.5YR3/4)柔 らかい。粘土・焼土粒子少量。

(2.5YR5/8)焼 土。

(10YR2/3)に ぶい褐色の粘土を少量含む。

(5YR4/4),焼 土プロック多量に合む。

(5YR3/6)焼土粒子・粘土プロック多量に合む。
(10YR2/3)灰 が主。

(10YR4/6)明 黄褐色土が主。柔らかい。

6層  黒褐色土
8層  暗褐色土

∽
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、
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第138図  H35号住居址出土遺物実浪1図

第139図  H35号住居址出土遺物実測図

部は回転糸切り後回転ヘラキリがみられる。

12は土師器長胴甕で、非常に堅い焼成である。胴部上半は縦にナデ調整されていて不明確であ

るが、ロクロ整形の可能性もある。

第139図 1は安山岩の磨石、 2は砂岩の砥石である。 6層より6粒の炭化米出土。

本址は、10世紀前半に位置づけられよう。
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第140図 聖原遺跡X掘立柱建物址
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第 2節 掘立柱建物群 土坑
溝状遺構 0始の他

今回の調査では竪穴住居址35軒 とともに、掘立柱建物

址39棟、土坑36基、溝状遺構 8本が検出された。

ふ♭瘍
g~1=

|                         |

標高7331m

第141図  Fl号掘立柱建物址実測図

QA

標高733.2m

第142図 F3号掘立
柱建物址

実測図

コ

。委〒瑠絆袖 第●3図越蓬量場孟
実測図
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標高733.5m

第145図 F8号掘立柱建物址実濃1図

標高733.Om

第144図 F5号掘立柱建物址実測図

標高733 3m      mi

第146図  F6号掘立柱建物址実浪1図

ユ               ユ

標高734.5m

9  (1:100)   ?m

第147図  F9号掘立柱建物址実測図
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標 :喜731 2nl

第149図  F12号掘立柱建物址実測図

旦薇

第148図  F4号掘立柱建物址実測図

標高73:.360nl

第150図  F10号掘立柱建物址実測図

標 :有7331m

第151図  F7号掘立柱建物址実測図
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標高7342m

9   (1::100)   ?m

第154図  F14号掘立柱建物址実測図

標 :傷73,3nl

第153図  F13号掘立柱建物址実測図

標高734.3m

第155図  F15号掘立柱建物址実測図

第152図  F ll号掘立柱建物址実測図

- 114 -



④

魃
雉
蘊

標:“7313m

O   (1:,100)   ?m

第156図  F16号掘立柱建物址実測図

多
9   (11100)  ?m

第157図  F17号掘立柱建物址実測図
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第158図  F18号掘立柱建物址実測図

◎P4 05
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標高733.9m

O   (1:100)  2m

第159図  F19号掘立柱建物址実測図
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第160図  F20号掘立柱建物址実測図

y  欲 9 にP 御
第161図  F21号掘立柱建物址実測図

標高734.2m

第163図  F23号掘立柱建物址実測図
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第164図  F24号掘立柱建物址実測図
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第165図  F25号掘立柱建物址実浪1図

旦◎4 ⑤F=OPi

標高7327m

第166図  F26号掘立柱建物址実測図
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第167図  F27号掘立柱建物址実測図
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第169図  F29号掘立柱建物址実測図

第168図  F28号掘立柱建物址実測図

第170図  F30号掘立柱建物址実測図
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第171図  F31号掘立柱建物址実測図

、 標高732.5m

第172図  F33号掘立柱建物址実測図

第173図  F32号掘立柱建物址実測図
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標高7330m

餞
第174図  F34号掘立柱建物址実測図

標・i732.7m

9   (1:100)   ?m

第176図  F36号掘立柱建物址実浪1図

第175図  F35号掘立柱建物址実測図
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第177図  F37号掘立柱建物址実浪1図
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第178図  F38号掘立
柱建物址

実浪1図

▲◎―Q

標高732 6nn

第179図  F39号掘立柱建物址実測図

0    (1:4)   locnl

第181図 掘立柱建物址出土遺物実測図
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第182図

0

掘立柱建物址出土遺物実浪1図
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DI号土坑

Dl号土坑
l層 黒褐色土  (loYR2/3)

含む。

ル

■
ｐ
ｒ
『
ω∞
・∞
ヨ

D2号土坑

徹 2mム

(10YR5/4)0.5～ 2 cm大 の小礫多量に合む。

(10YR2/3)0.5～ 2 cm大 の小礫、黒褐色上のプロック

多量に合む。

(10YR5/4)0.5～ 2 cm大 の小礫、黒褐色上のプロック

多量に含む。

(10YR2/3)0.5～ 2 cm大 の小礫、黒褐色上のプロック

多量に含む。

(10YR2/2)0.5～ 2 cm大 の小礫多量に合む。

(10YR2/3)0.5～ 2 cm大の小礫多量に含む。

(10YR2/2)0.5～ 2 cm大 の小礫多量に合む。

赤黒色土をプロック状に

粘質があつて堅い。

D2号上坑
1層  にぶい黄褐色土
2層 黒褐色土

3層 にぶい黄褐色土

4層  黒褐色土

5層  黒褐色土
6層  黒褐色土
7層 黒褐色土

D3号土坑

D3号土坑
1層 黄褐色土 (10YR5/6)
2層 褐色土  (10YR4/4)
3層  黒褐色土 (10YR3/2)
4層 褐色土  (10YR4/6)
5層  黄褐色土 (10YR5/6)

明黄褐色上の小プロック少量含む。

明黄褐色上の小プロック少量含む。

明黄褐色上の小プロック少量含む。

明黄褐色上の小プロック少量含む。

明黄褐色上の小プロック多量に含む。

D4号土坑

D4号土坑
1層  黒褐色土  (10YR2/3)

小プロック、

A

だ
一

明黄褐色上の

小礫少量含む。

2m

第183図  Dl・ D2・ D3・ D4号土坑実浪1図
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D6号土坑

D7号土坑

D9号土坑

D10号土坑

C`

F         l          F′

T蒻蒻 蒻
~

1層 暗褐色上 (loYR3/3)4ヽ 礫少量含む。

一

D′

標高734.Om

(1:60)

E E′

第184図  D6・ D7・ D8・ D9・ D10・ D ll号土坑実浪1図

DII号土坑
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D5号土坑

い
|

A'733.9m

D5号土坑
1層  黒褐色土  (loYR2/2)

:層 重鱈豊童 :1学 l:′引
明黄褐色上のプロック多量に合む。

4層 黒褐色土 (loYR2/2)
5層 黒褐色土 (loYR2/2)棒状痕。柔らかい。
6層  明黄褐色土 (7.5YR5/8)と にぶい橙色土 (7.5YR 7/3)が 混じる。
7層樋±OoYR4/の 細』傍奈琴百

｀
:,〕量:3甘
娃。

A′

(10YR2/2)

(10YR2/1)下部に3 cm大 の円礫多い。
(10YR2/3)1～ 2 cm大の円礫多量。砂質土。
(10YR2/3)5 cm大 の円礫多量。
(10YR3/2)地 山の明黄褐色土粒子多量に合む。
(10YR2/2)棒状痕。柔らかい。

D12号土坑

魏

塙

ml

A

D12号 土坑
1層  黒褐色土
2層  黒色土
3層 黒褐色土
4層 黒褐色土
5層  黒褐色土
6層 黒褐色土

D14号土坑

D12・ D13・ D14号土坑実測図

-124-

D14号 土坑
1層  黒色土  (loYR2/1)4ヽ軽石少量
2層 黒褐色土  (loYR2/3)明黄褐色土のプロック多量。
3層  黄褐色土  (loYR5/6)明黄褐色上が主。
4層 褐色土   (loYR4/6)

A' 734.3m

D13号土坑
1層 極暗褐色土 (7.5YR2/3)
2層  極暗褐色土 (7.5YR2/3)

灰を少量、炭を多量に含む。

1～ 2 cm大 の軽石少量含む。

第185図  D5

℃

Ｏ

　

①

　

①



D15号土坑

D15号 土坑

1層  黄橙色土  (loYR 8/8)1～ 3 cm大の軽石 (淡黄色)多量に含む。
2層  極暗褐色土 (7.5YR2/3)地 山の黄橙色土プロック・軽石多量に、

黒褐色土プロック少量含む。

黒褐色土 (7.5YR3/2)1～ 3 cm大の軽石 (淡黄色)少量含む。
黒褐色土 (7.5YR2/2)1～ 3 cm大の軽石 (淡黄色)少量含む。
黄褐色土 (10YR5/6) 地山の黄橙色土プロック・軽石 (淡責色)

多量に含む。

D19号土坑

A′

D19号土坑
1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層 黒褐色土 (10YR3/1)明黄褐色上の小プロック少量含む。
3層 黒褐色土 (10YR2/3)明黄褐色上の小プロック多量に含む。

D16号土坑

B

B′

D16号土坑
1層 黒色土   (10YR2/1)1-3 cm大の軽石多量に合む。
2層  黒褐色土  (10YR2/3)1～ 5 cm大の軽石少量、明黄褐

色上のプロック小量含む。

3層 黄褐色土  (10YR5/6)明黄褐色上が主。
4層 黒褐色土  (10YR2/3)堅 い。明黄褐色上の小プロック

少量含む。

D17号土坑

A′

A'733.3m

D17号土坑
1層 黒褐色土 (loYR3/1)
2層  黒褐色土  (10YR2/3)明黄褐色上の小プロック多量に含む。
3層 黒褐色土 (10YR2/2)

9      (1:160)      ?m

層

層

層

第186図  D15。 D16・ D17・ D19号土坑実測図
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D20号 土 坑

D20号土坑
1層  黒褐色土   (10YR2/3)
2層 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

明黄褐色上の小プロック少量合む。

明黄褐色上の小プロック多量に合む。

D21号 土 坑

A′
732.9m

D21号土坑
1層  黒褐色土 (10YR2/3)明 黄褐色土の小プロック・黒褐色上の

帯状プロックを多量に含む。
2層 黒褐色主 (10YR2/2)粘 質有り。

D23号土坑

く|     
く

|

D23号 土坑

1層  黒褐色土 (10YR3/4)1～ 2 om大 の軽石 。明黄褐色土の小
プロック多量に含む。

2層 黒褐色土 (10YR3/1)明 黄褐色上の小プロック少量含む。
3層 黒褐色土 (10YR2/3)明 黄褐色上の小プロック多量に含む。

唇
Φ
．Ｎ
∞
卜
洲
「

D22号 土 坑

A

くヽ

A'

=生
732.8m

D22号 土坑

1層  黒褐色土 (10YR2/3)

第187図  D20・ D21・ D22
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D23号土坑実汲1図



D24号土坑
ヒ
|

D24号土坑
1層 黒褐色土 (10YR2/2)明 黄褐色の軽石、明黄褐色上の

プロック多量に含む。

D26号土坑

A'732.8m

D26号土坑
1層 黒褐色土   (10YR2/3)
2層 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)明 黄褐色上の小プロック少量。
3層 暗褐色土   (10YR3/4)明 黄褐色上の小プロック微量、

炭粒子少量。

4層 黄褐色土   (10YR5/6)明 黄褐色上の小プロック多量に合む。

D27号土坑

D25号土坑

］０
中Ｎ
】Φ
　
∞

Ｅ
卜
．［∞卜
■¶
―

＞

、
＞

、

D25号土坑
1層 褐色土
2層  褐色土
3層  黒褐色土

4層 黄褐色土
5層  黒褐色土
6層 黄褐色土
7層  橙色土
8層 黒褐色土
9層  黒褐色土
10層 褐色土
11層 明褐色上
12層  明黄褐色土

D28号土坑

D27土坑
1層  黒褐色土
2層  黒褐色土
3層  黒褐色上
4層  黒褐色上
5層  黒褐色土
6層 褐色土

D28号上坑
1層  黒褐色土
2層  褐色土

Ｌ
ｒ

『
∞
一
８
８

(10YR2/1)暗 褐色土プロック多量。

(10YR2/1)1～ 3 cm大 の軽石 (淡黄色)少量

(10YR2/2)1～ 3 cm大 の軽石 (淡黄色)少量、
明黄褐色上の小プロック少量含む

(10YR5/6)明 黄褐色上の小プロック多量に合む。

(10YR2/3)明 黄褐色上の小プロック多量に含む。

(10YR5/6)明 黄褐色上の小プロック多量に合む。

(10YR7/8)壁 が崩れたもの。

(10YR2/3)黄 橙色土プロック多量。

(10YR3/2)棒 状痕。
(7.5YR4/4)棒 状痕。柔らかい。

(7.5YR5/8)埋 め上。黒褐色上のプロック少量。

(7.5YR7/6)黒 褐色上のプロック少量。

|≧

(10YR2/2)

(10YR2/3)明 黄褐色上の小プロック多量に合む。

(10YR2/2)

(10YR2/3)明 黄褐色上の小プロック多量に含む。

(10YR2/3)

(7.5YR4/3)

(10YR2/3)

(7.5YR4/3)明 黄褐色土・黒褐色土のプロック多量。

第188図  D24・ D25。 D26・ D27・ D28号土坑実測図
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H33

ヘ
く

|

D36号土坑
1層  黒褐色土 (7.5YR2/2)
2層 極暗褐色土 (7.5YR2/3)
3層 褐色土  (7.5YR4/3)
4層 黄褐色土 (10YR5/6)

D29号土坑
1層 黒褐色土 (loYR2/2)

D30号土坑

D30号土坑
1層 黒色上  (7.5YR2/1)
2層 黒褐色土 (7.5YR2/2)
3層 極暗褐色土 (7.5YR2/3)

D33号土坑 O D34号土坑・D35号土坑・D36号土坑
D35号土坑
1層  黒褐色土
2層 黒褐色上
3層 黒褐色上
4層 黒褐色上
5層 黒褐色上
6層 黒褐色上
7層 暗褐色上
8層  I暗褐色土

D35号土坑

∞
　
　
Ｅ
ｏ
．Ｎ
∞
』
訓
「

D32号 土坑

1層  黒褐色土 (7.5YR3/2)
2層 暗褐色土 (7.5YR3/3)

柔らかい。

明黄褐色土の小プロック多量。

明黄褐色土の大プロック多量。

明黄褐色上の小プロック少量。

(7.5YR2/2)

(7.5YR2/2)

(7.5YR2/2)

(7.5YR3/2)

(7.5YR2/2)

(5YR2/2)

(10YR3/4)

(10YR3/4)

01

柔らかい。

炭を多量に合む。

明黄褐色上の小プロック多量。

焼土含む。

明黄褐色上の小プロック少量。

柔らかい。

日
ｏ
．ヾ
∞
』

（！「D36号土坑

D33号土坑

D33号上坑                        ｀

1層 黒褐色土 (10YR3/2)
2層 黒褐色土 (10YR3/2)明 黄褐色上の小プロック少量含む。
3層 褐色土 (10YR4/4)明黄褐色上の小プロック多量に合む。

(1:60)

坑

　

出

土口万

Ｌ
ド

『
∞
卜
８

ヨ

2m

D34号 土坑

1層  暗褐色土
2層 黒褐色土
3層 暗褐色土

4層 明赤褐色土
5層 黒褐色土
6層  黒褐色土

(10YR3/4)砂 質土。
(10YR2/2)

(10YR5/4)焼 土プロック少量、上面にl cmの
帯状の炭。

(5YR5/8)焼土・灰
(5YR2/1)炭・焼土プロック多量に含む。
(5YR3/1)炭・焼土プロック少量含む。

第189図  D29。 D30・ D32・ D33 D34・ D35。 D36号土坑実測図
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第190図  D18土坑実浪1図
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第192図  D18土坑出土遺物実濃1図

l

第191図 土坑出土遺物実測図
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饉

0   (1:4)   10 cm
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7 D27

 ヽ                      
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第194図 土坑出土遺物実測図

(1)D18号土坑

本址は、C地区と。な-41グ リッドから検出された。南北径1.25m東西径1.lm深 さ25cm(一

部窪みがあり30cm)、 ほぼ円形を呈する。覆土は8層に分層された。 1層を除き人為的堆積であ

る。下部の 6・ 7層には灰がみられ、 4・ 5層は焼土である。 2～ 5層上面から多量の須恵器甕

片が出土した。 2～ 5層内やその下部からは唯一第192図瓦塔 1片が出土しただけである。つま

り244片の破片は、すべて 1層内から出土している。すべて須恵器甕でそれも大甕がほとんどで

ある。破片を観察すると少なくても10個体以上を数える。日縁部・底部が少なくそれぞれ 5点ほ

どであり、他は胴部片である。大甕丸底の底部片は、H22号住居址出土片と接合した。害J合は

半々である。瓦塔は流通業務団地内調査区の聖原遺跡出土片と酷似するが接合はしなかった。 3

・ 4層から100粒以上の炭化米・麦出土。以上の状況から、土坑内で火が焚かれた後壊れた須恵

器甕片が捨てられたものと考えられよう。本址は、H22号址との関係から10世紀後半に位置づけ

られようか。

＼＼ mlィ
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第195図 Ml号 ・M5号溝状遺構実測図
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第196図 M3号溝状遺構実浪1図

Ｆ３２
（日）
ご
舵

標高732.7nn

O   (1:160)   4m

第197図
M7・ 8号
溝状遺構実測図

o    (1:4)   locm

第198図 溝状遺構出土遺物実測図
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標高733.7m

O   (1:160)   4m

＋
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靭

第199図 M2号 。M4号・M6号溝状遺構実測図

第200図  Ml号 ・M3号 ・M4号 ・M5号 ・M6号溝状遺構出土遺物実測図
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9 (113) 7Cm

第201図 M3号 。M8号溝状遺構出土遺物実測図

-1
9(1:1)ICm

第202図 グリッド出上遺物実測図

01
2  M3

ロ ワ

0    (1:4)   10cm

第203図  グリッド出土遺物実測図
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第204図 グリッド表採遺物実測図
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